
六
〇

414

哲
学
・
倫
理
学
専
攻

現
代
と
古
代
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
恋
愛
に
対
す
る
価
値
観
の

比
較 

稲
岡　

雄
太

18
世
紀
フ
ラ
ン
ス
と
「
妖
精
物
語
」

―
時
代
に
要
求
さ
れ
る
『
美
女
と
野
獣
』
の
魅
力
―

 

小
林　
　

遥

サ
ル
ト
ル
の
他
者
論
展
開
と
、
相
互
承
認
へ
の
可
能
性

 

新
谷　
　

徹

ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
に
お
け
る
指
導
者
と
選
手
の
関
係
性
に

つ
い
て 

堂　
　
　

圭

『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』

に
お
け
る
規
範
意
識
の
問
題 

中
山　

仁
人

発
達
障
害
を
抱
え
る
生
徒
へ
の
支
援
の
在
り
方

 

森
田　

悠
介

演
技
の
中
に
お
け
る
自
我
の
役
割 

吉
川　
　

諒

ブ
ラ
ン
シ
ョ
の
文
学
観
に
お
け
る
「
軽
さ
」 

渡
邉　

伊
吹

ミ
ュ
ト
ス
と
ロ
ゴ
ス 

藤
野　

勇
気

ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
、
そ
の
人
と
そ
の
哲
学
。 

川
口　
　

哲

バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
『
美
学
』
を
介
し
た
「
い
き
」
の
理
解

 

佐
久
間
尭
駿

生
活
世
界
の
志
向
性
概
念
に
よ
る
解
明 

加
納　

彰
人

他
者
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

―
現
象
学
的
治
療
論
を
通
し
て
― 

黒
川　

玲
衣

美
の
強
迫 

竹
村　

星
那

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
哲
学
に
お
け
る
最
善
説
と
個
体
概
念
の
再
考

 

辻　
　

一
樹

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る
超
越
論
的
観

念
論 

富
山　

泰
斗

音
楽
世
界
の
現
象
学
的
考
察 

中
村　

慧
太

非
真
理
的
な
言
語
の
働
き
と
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て

 

藤
原　

佑
規

現
代
に
お
け
る
悪
の
現
出 

三
ツ
村　

紘

私
と
い
う
運
命
に
つ
い
て 

米
山　

直
実

他
者
を
愛
す
る
と
い
う
こ
と 

和
田　

晏
奈

も
う
一
つ
の
永
遠
性 

平
松　

彩
和

不
死
の
望
ま
し
さ
を
め
ぐ
る
議
論
と
そ
の
問
題
点

 

田
邉　

佑
樹

自
殺
の
分
類
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
自
殺
の
否
定
に
つ
い
て

 

麻
畠　
　

陸

全
盲
者
の
「
見
る
」
と
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
欠
如
の
否
定

 
柏
原　

早
苗

ケ
ア
リ
ン
グ
の
観
点
か
ら
考
え
る
人
の
心
と
関
わ
り

 

光
賀　

道
紘

「
切
腹
」
が
内
包
す
る
自
殺
の
問
題
に
つ
い
て

 

嶋
津　

麻
穂

社
会
を
映
す
『
眠
り
の
森
の
美
女
』 

島
野
こ
な
つ

現
代
に
お
け
る
宗
教
性
と
宗
教
意
識
の
変
容
に
つ
い
て

 

田
之
上　

愛

論
理
哲
学
再
考 

殿
納
屋　

聡

ロ
ボ
ッ
ト
と
生
活
を
と
も
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て

 

柳
澤　

桃
子

障
が
い
者
と
共
生
に
つ
い
て 

ラ
イ
ム
ン
ド
光

競
争
の
勝
ち
負
け

―
ス
ポ
ー
ツ
と
武
道
― 

和
田　

菜
摘

目
的
の
国
の
現
代
的
解
釈

〜
カ
ン
ト
『
道
徳
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
』
と
『
人
倫
の
形

而
上
学
』
の
比
較
よ
り
〜 

井
口　

克
紀

善
い
と
は
何
か

〜
カ
ン
ト
と
ム
ー
ア
の
研
究
比
較
よ
り
〜 

井
上　

侑
大

感
情
・
衝
動
・
道
徳

―
カ
ン
ト
道
徳
哲
学
は
い
か
に
し
て
実
践
的
で
あ
り
う
る
か
―

 

今
堀　

倫
子

ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
『
正
義
論
』
に
お
け
る
、
正
義
と
善

の
比
較 

松
田　

真
穂

資
源
配
分
と
各
人
の
所
有
に
つ
い
て
の
検
討

 

松
濤　

博
道

「
保
護
す
る
責
任
」
に
関
す
る
考
察 

土
井　

健
至

デ
ィ
ー
プ
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
は
ロ
マ
ン
主
義
を
克
服
可
能
か

 

牛
嶋　

周
作

個
々
人
の
平
等
な
扱
い
は
い
か
に
し
て
な
さ
れ
る
べ
き
か

―
運
の
平
等
主
義
の
検
討
― 

服
部　

大
貴

二
〇
一
六
年
度

　
　
　
　

立
命
館
大
学
文
学
部
卒
業
論
文
題
目
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二
次
創
作
は
文
化
の
発
展
を
阻
害
せ
ず
有
益
な
も
の
と
な

れ
る
か 

宮
崎　

義
浩

日
本
に
お
け
る
出
生
前
診
断
と
選
択
的
中
絶
の
擁
護

 

山
崎　

勇
人

障
害
者
の
性
的
問
題
と
社
会
の
動
向

―
性
的
介
助
の
検
討
と
考
察
― 

L
E

E
 H

eeseu
n

g

ア
ル
ド
・
レ
オ
ポ
ル
ド
の
土
地
倫
理
に
お
け
る
自
然
と
人

間
の
関
係
性 

北
川　

美
紀

哲
学
に
お
け
る
無
限
の
変
化
に
つ
い
て 

小
崎　

裕
貴

フ
ー
コ
ー
『
監
獄
の
誕
生
』
か
ら
見
る
監
視
社
会
に
つ
い
て

 
佐
伯　
　

彰

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
バ
タ
イ
ユ
に
お
け
る
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
の

詩
性 

別
所　

秀
俊

顔
の
現
象
学
に
つ
い
て
の
考
察 

森
脇　

康
貴

教
育
人
間
学
専
攻

家
庭
に
お
け
る
絵
本
の
読
み
合
い
に
関
す
る
一
考
察

 

大
田　

雅
純

外
遊
び
と
子
ど
も
の
成
長
に
つ
い
て 

大
林　

拓
朗

子
ど
も
に
と
っ
て
の
「
死
」
と
「
命
の
教
育
」

 

刑
部　

な
な

「
怖
さ
」
の
魅
力 

門
脇　

有
香

グ
リ
ム
童
話
集
に
お
け
る
残
酷
性
の
意
味 

上
村　

彰
一

「
一
家
団
欒
」
の
崩
壊
と
再
構
築 

国
井　

大
輝

魔
女
狩
り
の
意
味
論

―
人
は
な
ぜ
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
を
作
り
出
す
の
か
―

 

阪
本　

貴
洋

室
内
遊
び
と
子
ど
も
へ
の
影
響 

佐
藤
道
士
哉

語
り
と
は
何
か 

澤
邉　

凌
太

日
本
人
に
と
っ
て
、
幸
福
と
は
。 

永
井　

康
太

『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
』
か
ら
み
る
「
自
分
」 

樋
口　

佳
穂

大
人
と
子
ど
も
の
境
界
線

―
『
星
の
王
子
さ
ま
』
を
手
が
か
り
に
し
て
― 

桝
井　

理
帆

ま
な
ざ
し
の
意
味
を
め
ぐ
る
一
考
察 

生
熊　

麻
里

『
和
の
心
』
に
見
る
日
本
の
伝
統
的
精
神
と
は

 

川
村　

真
緒

優
れ
た
チ
ー
ム
と
は
ど
う
い
う
チ
ー
ム
な
の
か

―
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
の
歩
ん
だ
道
を
手
が
か
り
に
し
て
―

 

川
山　

芽
里

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
愛

―
自
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
て
考
え
る
― 

古
俣　

澪
里

人
間
に
お
け
る
根
元
的
な
自
己
愛
の
あ
り
方 

柴
田　
　

恵

「
他
者
」
の
ま
な
ざ
し
に
身
を
さ
ら
す
こ
と

―
現
代
社
会
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
に

つ
い
て
― 

髙
谷
侑
紀
菜

人
間
存
在
に
お
け
る
超
越
の
問
題

―
蜂
屋
慶
「
教
育
と
超
越
」
の
視
座
か
ら
― 

中
塚　
　

慶

「
甘
え
る
」
と
い
う
こ
と 

二
木
智
絵
美

「
あ
き
ら
め
」
に
つ
い
て
の
考
察 

西
田　

卓
生

祈
り
の
人
間
学
的
根
拠
に
関
す
る
考
察

―
な
ぜ
人
は
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
か
― 

西
冨　

杏
花

物
語
る
こ
と
の
虚
・
実
を
め
ぐ
る
問
題 
野
口
有
里
恵

〈
じ
ぶ
ん
〉
を
問
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
わ
た
し
た
ち

―
鷲
田
清
一
の
〈
じ
ぶ
ん
〉
論
を
手
が
か
り
に
―

 

林　
　

絢
香

部
活
動
を
通
し
て
見
る
人
間
の
内
面
的
成
長
に
つ
い
て

 

宮
本
裕
梨
奈

望
ま
し
い
子
ど
も
の
成
長
に
つ
い
て
の
考
察

―
Ｊ
・
ボ
ウ
ル
ビ
ィ
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
理
論
を
手
が
か
り

に
し
て
― 

山
根　
　

悠

教
師
と
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
協
働
の
在
り
方
に
関

す
る
一
考
察 

植
木　

和
也

思
春
期
の
子
ど
も
の
攻
撃
性
と
自
己
肯
定
感 

大
島　

正
愛

ひ
と
は
な
ぜ
生
き
る
の
か

―
思
春
期
、
青
年
期
を
む
か
え
て
― 

奥
澤　

佑
太

学
校
ス
ポ
ー
ツ
教
育
の
勝
利
至
上
主
義
に
関
す
る
一
考
察

―
中
学
生
に
焦
点
を
当
て
て
― 

北
代　
　

滉

自
己
肯
定
感
の
ふ
く
ら
み
か
た 

後
藤　

真
優

既
存
の
学
校
以
外
で
の
学
び
の
可
能
性 

鈴
木　

愛
佳

子
ど
も
た
ち
に
失
敗
で
き
る
環
境
を

―
現
代
の
少
年
非
行
と
ク
ラ
ス
の
荒
れ
の
特
徴
か
ら
―

 

田
中　

美
紗

高
等
学
校
に
お
け
る
学
習
意
欲
の
向
上
と
教
育
方
法

―
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
批
判
的
考
察
と
展
望
―

 

垂
井　

建
太

体
験
・
経
験
の
意
味
付
け 

林　
　

渓
太

小
学
生
に
お
け
る
「
生
き
る
力
」
に
関
す
る
考
察

〜
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
連
携
を
通
し
て
〜 

林　

真
衣
佳

思
春
期
に
お
け
る
自
己
肯
定
感
と
教
師
と
の
出
会
い

 

平
田　

一
真

部
活
動
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成 

藤
田
さ
や
加

青
年
期
に
お
け
る
親
子
関
係
の
在
り
方

―
成
長
に
応
じ
た
子
育
て
― 

藤
本
紗
央
里
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生
き
方
と
キ
ャ
リ
ア 

堀
口
幸
太
郎

思
春
期
に
お
け
る
心
の
葛
藤
と
親
・
教
師
の
支
援

〜
中
学
生
の
時
期
を
中
心
に
〜 

脇
山　

文
絵

「
精
神
疾
患
」
か
ら
の
回
復
と
支
援
に
関
す
る
一
考
察

 

髙
橋　
　

綾

自
信
を
持
つ
と
い
う
こ
と 

合
川
由
利
子

バ
ッ
チ
フ
ラ
ワ
ー
レ
メ
デ
ィ
の
実
践
に
お
け
る
研
究

 

秋
月
か
ぐ
や

音
楽
療
法
の
ス
ス
メ

―
自
己
に
合
っ
た
楽
曲
を
探
す
旅
― 

安
部　

夏
実

留
学
体
験
と
人
間
形
成

―
私
は
ア
メ
リ
カ
で
何
を
学
ん
だ
の
か
― 
大
江　

結
依

心
の
ゆ
と
り
と
お
金
に
関
す
る
研
究 

河
合　

里
奈

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
意
識
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
関
係

 

北
林　

美
京

自
分
探
し　

就
活
を
通
し
て
再
発
見
し
た
私
ら
し
さ

 

小
島　

沙
織

漫
画
に
よ
る
心
の
教
育
に
関
す
る
研
究

―
自
身
の
体
験
を
基
に
― 

笹
﨑　

拓
海

自
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
て
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
と
は

 

柴
田　

咲
希

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
情
報
の
不
快
性 

𡈽
谷　

明
加

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
児
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
に
関
す
る
文
献
的
検
討 

寺
門　

憲
吾

イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
に
つ
い
て 

殿
村　

愛
梨

サ
ッ
カ
ー
競
技
者
の
試
合
前
の
心
理
状
態
の
変
化
に
つ
い
て

 

羽
野　

義
人

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
日
本
の
道
徳
体
系 

平
尾　

亮
磨

恐
怖
に
つ
い
て
の
教
育
人
間
学
的
考
察 

福
本　

優
季

ス
ト
レ
ス
・
フ
リ
ー
の
人
生
を
歩
む
た
め
に 

宮
内　

千
鶴

素
直
さ
と
は
何
か 

三
好　

純
奈

「
自
己
中
心
的
」
に
つ
い
て
の
考
察 

村
田　

志
帆

人
間
形
成
に
関
わ
る
専
心
経
験
の
意
味
と
自
己
実
現
へ
の

指
向

―
自
己
形
成
に
お
け
る
「
自
分
ら
し
さ
」
を
中
心
と
し
た

「N
A

R
U

T
O

」
と
の
比
較
― 

山
本　

将
太

自
分
ら
し
さ
を
求
め
て

―
自
然
治
癒
力
に
よ
る
健
康
― 

山
本
登
紀
子

対
人
関
係
に
お
け
る
「
間
」 

金
森　

弘
晃

老
後
の
心
の
幸
せ
に
つ
い
て
の
考
察 

山
本　

美
雪

精
神
分
析
的
視
点
か
ら
の
自
死
に
つ
い
て 

上
河　

彩
乃

対
人
関
係
に
お
け
る
甘
え
と
依
存

〜
自
己
嫌
悪
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
〜 

三
浦　
　

慧

現
代
を
見
つ
め
る

―
作
品
や
現
象
の
精
神
分
析
と
若
者
心
理 

森　
　

敬
洋

認
知
症
介
護
に
関
わ
る
、
家
族
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

 

森
田　

優
悟

日
本
文
学
専
攻

古
事
記
一
番
歌
、
八
雲
立
つ
…
…
歌
考 

川
井　

與
大

万
葉
集

―
二
十
番
歌
に
つ
い
て 
河
津　

誉
博

古
事
記
に
お
け
る
豊
玉
姫
の
本
来
の
姿 
古
賀　

優
希

『
古
事
記
』
三
重
婇
説
話
考 

國
分　

美
里

『
古
事
記
』
第
33
番
歌
に
つ
い
て 

酒
井　

萌
依

『
万
葉
集
』
に
お
け
る
ツ
ク
ヨ
ミ 

中
藏　

春
菜

記
紀
崇
神
天
皇
条
タ
ケ
ハ
ニ
ヤ
ス
王
の
謀
反
を
知
ら
せ
る

歌―
記
紀
に
お
け
る
解
釈
者
の
相
違
に
つ
い
て
の
研
究
―

 

橋
本　

観
奈

『
万
葉
集
』4291

番
歌
に
つ
い
て
の
一
解
釈 

渡
辺　

彩
音

上
代
に
お
け
る
漢
文
学
の
受
容

―
『
日
本
書
紀
』
を
中
心
と
し
て 

S
H

I X
iyan

和
服
・
和
装
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て 

田
畑　

世

『
徒
然
草
』
に
お
け
る
「
あ
ら
ま
ほ
し
き
」
生
活

 

今
江　

彩
加

能
「
野
守
」
の
研
究 

岩
田
慎
之
介

尊
経
閣
文
庫
蔵
『
東
山
殿
御
詠
』
の
研
究 

大
平　

若
奈

空
の
名
残
が
う
つ
す
も
う
一
人
の
「
兼
好
」

―
第
二
十
段
か
ら
見
る
『
徒
然
草
』
に
お
け
る
慈
円
と
西
行

の
影
響
― 

庄
司　

真
理

小
瀬
甫
庵
『
太
閤
記
』
論 

竹
内　

洪
介

式
子
内
親
王
歌
の
研
究 

波
多
野
未
来

国
語
科
教
材
と
し
て
の
『
徒
然
草
』 

松
巾　

亜
由

『
徒
然
草
』
に
お
け
る
女
性
観 

斎
藤　

祐
子

『
大
鏡
』
に
お
け
る
藤
原
隆
家
像 

西
川　

奈
那

『
徒
然
草
』
四
十
四
段
に
つ
い
て
の
考
察

―
『
源
氏
物
語
』
若
紫
巻
「
北
山
の
な
に
が
し
寺
」
を
手
掛

か
り
に
― 

大
友
沙
也
夏

『
徒
然
草
』
に
お
け
る
「
垣
間
見
」
の
考
察 

絹
川　

真
子

『
徒
然
草
』
第
百
七
十
二
段
と
「
光
源
氏
」
の
関
係
性
に

つ
い
て 

塩
川　

夏
実
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『
徒
然
草
』
に
お
け
る
王
朝
憧
憬

―
『
枕
草
子
』
と
の
関
係
を
中
心
に
― 

重
村　

加
奈

兼
好
の
「
色
好
み
」

―
『
徒
然
草
』
と
『
源
氏
物
語
』
の
比
較
か
ら
―

 

塚
﨑　

千
裕

在
原
業
平
像
の
考
察
に
つ
い
て 

細
川
由
加
里

『
源
氏
物
語
』
末
摘
花
の
役
割 

森
田　

彩
香

『
徒
然
草
』
に
み
ら
れ
る
『
源
氏
物
語
』
か
ら
の
影
響

 

山
﨑　

珠
緒

古
川
日
出
男
「
ド
ッ
グ
マ
ザ
ー
」
論 

伊
藤　

裕
一

湊
か
な
え
「
告
白
」
論 
上
尾　

大
起

久
生
十
蘭
「
魔
都
」
論 
岡
本　

有
貴

ア
ニ
メ
映
画
『
時
を
か
け
る
少
女
』
に
お
け
る
芳
山
和
子

の
役
割 

木
村　
　

栞

橋
本
源
氏
考 

小
林　
　

愛

家
族
と
い
う
も
の
の
在
り
方

―
『
家
族
ゲ
ー
ム
』
を
中
心
に 

杉
浦　

昇
吾

江
戸
川
乱
歩
論
考

―
『
人
間
椅
子
』
を
中
心
に
― 

高
嶋　

理
沙

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
論

〜
攻
殻
機
動
隊
か
ら
み
る
現
実
の
所
在
〜 

武
田　

直
也

森
見
登
美
彦
論
考

―
『
四
畳
半
神
話
大
系
』
を
中
心
に
― 

中
山　

大
旗

梶
井
基
次
郎
『
城
の
あ
る
町
に
て
』
論 

長
谷
部
滉
一
郎

大
江
健
三
郎
論

―
「
他
人
の
足
」
を
中
心
に
― 

秦　
　

桃
香

筒
井
康
隆
論

〜
潜
在
す
る
毒
に
つ
い
て
〜 

幡
司　

朋
之

島
木
健
作
論
考

―
『
赤
蛙
』
を
中
心
に
― 

福
島　

拓
也

坂
口
安
吾
と
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス

―
『
桜
の
森
の
満
開
の
下
』
を
中
心
に
― 

曲　
　

菜
月

サ
ッ
カ
ー
漫
画『
フ
ァ
ン
タ
ジ
ス
タ
』か
ら
見
る
サ
ッ
カ
ー

に
お
け
る
気
持
ち
と
は 

吉
川　

達
也

日
系
ア
メ
リ
カ
人
作
家
ジ
ョ
ン
・
岡
田
に
よ
る
「
ノ
ー
・

ノ
ー
・
ボ
ー
イ
」
論 

中
川　

結
理

「
女
生
徒
」
論

―
文
体
と
日
記
に
つ
い
て
― 

天
川　

健
太

太
宰
治
「
駈
込
み
訴
へ
」
論 

荒
木　

優
介

太
宰
治
「
浦
島
さ
ん
」
論

―
空
し
く
も
愛
す
べ
き
言
葉
の
世
界
― 

岩
田　
　

陽

安
部
公
房
「
水
中
都
市
」
論

―
断
絶
し
た
未
来
を
表
す
水
― 

大
石　

卓
弥

新
美
南
吉
「
狐
」
論

―
母
親
が
象
徴
す
る
も
の
に
つ
い
て
― 

大
澤
侑
季
乃

芥
川
龍
之
介
「
河
童
」
論

―
救
い
の
道
― 

岡
村　
　

翔

堀
辰
雄
「
麦
藁
帽
子
」
論

―
本
文
異
同
を
め
ぐ
っ
て
― 

小
幡　

芙
美

太
宰
治
「
ろ
ま
ん
燈
籠
」
論

―
太
宰
に
お
け
る
「
愛
」
の
問
題
に
つ
い
て
― 

栗
林　

万
葉

吉
屋
信
子
『
わ
す
れ
な
ぐ
さ
』
論

―
自
我
を
持
つ
少
女
像
― 
金
澤　

知
穂

岡
本
か
の
子
「
金
魚
撩
乱
」
論

―
思
考
の
外
側
の
金
魚
― 

田
邊　

亜
実

ど
っ
ち
つ
か
ず
の
関
係
性

―
川
上
弘
美
『
セ
ン
セ
イ
の
鞄
』
論
― 

安
田　
　

茜

川
端
康
成
「
朝
雲
」
論

―
少
女
の
美
し
さ
に
つ
い
て
― 

宮
﨑　

紗
代

「
白
痴
」
に
表
れ
る
障
害
者
像 

井
上　

舞
香

大
岡
昇
平
『
野
火
』
論

―
神
と
は
何
か
― 

近
藤　

一
成

吉
田
知
子
『
日
本
難
民
』
論

―
文
学
に
お
け
る
国
家
と
国
民
の
関
係
性
― 

堤　
　

明
希

小
林
多
喜
二
「
蟹
工
船
」
論 

新
倉　
　

拓

大
正
期
日
本
文
学
に
お
け
る
イ
ス
カ
リ
オ
テ
の
ユ
ダ

―
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
ユ
ダ
像
― 

西
岡
沙
都
美

『
細
雪
』
と
言
論
弾
圧 

山
戸
麻
紗
子

諸
星
大
二
郎
『
栞
と
紙
魚
子
』
論

―
ホ
ラ
ー
コ
メ
デ
ィ
漫
画
に
お
け
る
奇
怪
な
る
も
の

 

杉
本　

奈
々

日
本
文
化
情
報
学
専
攻

独
道
中
五
十
三
驛
論 

岡
本　

華
奈

検
閲
台
本
か
ら
探
る
歌
舞
伎
検
閲
の
実
態 

黒
田　

敏
行

「
東
海
道
四
谷
怪
談
」
の
近
代
と
現
代
の
違
い

 

坂
本
か
お
り

『
曾
根
崎
心
中
』
に
お
け
る
お
初
の
観
音
性
に
つ
い
て

 

塩
原
あ
き
つ

『
東
京
物
語
』『
東
京
家
族
』
に
お
け
る
紀
子
に
関
す
る
比

較
考
察 

谷
口　

媛
音

絵
双
六
の
広
告
性
と
機
能 

藤
永　

雅
子
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死
絵
に
つ
い
て
の
考
察 

本
間
は
る
華

神
道
的
女
性
観
か
ら
見
る
巫
女
舞 

村
田　

静
佳

葛
飾
北
斎
画
『
諸
国
瀧
廻
り
』
か
ら
み
る
北
斎
と
江
戸
時
代

 

湯
口　

理
歩

歌
舞
伎
に
み
る
日
本
人
の
美
学 

鳥
越　

静
葉

外
来
語
と
既
存
語
の
使
い
分
け
に
つ
い
て 

森
下　

圭
子

日
本
語
に
お
け
る
女
性
表
現 

大
八
木
映
里

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
で
使
用
さ
れ
る
言
語
の
特
徴
と
使
用
傾
向

 

加
藤　

佳
菜

教
材
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
の
語
彙
研
究 

神
田　

真
志

「
割
愛
」
の
意
味
変
化
に
つ
い
て 
後
藤　

将
汰

大
学
生
に
お
け
る
外
来
語
の
定
着
度
に
つ
い
て

 

中
村　

尚
史

J-P
O

P

歌
詞
の
語
彙
調
査 

永
𠮷　

輝
世

関
西
方
言
の
否
定
辞
に
つ
い
て 

濵
口
み
な
み

名
詞
転
成
動
詞
の
使
用
実
態
に
つ
い
て 

林　
　

紘
之

こ
と
ば
づ
か
い
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 

福
田　

朱
莉

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
キ
ャ
ン
ベ
ラ
市
に
お
け
る
日
本
語
教

育
の
実
態
と
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て 

丹
生　

あ
や

電
子
出
版
時
代
に
お
け
る
雑
誌
の
新
展
開 

大
久
保
俊
季

投
稿
型
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
と
著
作
権

 

大
野　

穂
波

デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
に
お
け
る
ノ
ベ
ル
表
現

―U
ser G

en
erated C

on
ten

ts

を
中
心
に

 

尾
崎　

航
平

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
楽
譜
の
流
通
過
程
と
そ
の
存
在

意
義 

尾
関
麻
利
亜

デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
の
読
書

―
紙
と
電
子
の
違
い
が
読
書
に
与
え
る
影
響
― 

小
杉　

彩
夏

高
齢
者
の
読
書
環
境
と
公
共
図
書
館
の
役
割

 

鈴
木　

美
里

公
共
図
書
館
に
お
け
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
の
可
能
性

 

十
倉　

史
帆

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
け
る
新
聞
社
の
役
割

―
オ
ン
ラ
イ
ン
新
聞
と
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
観
点
か
ら

 

藤
崎　

聖
夏

読
書
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
見
た
共
同
自
炊
型

電
子
書
籍
モ
デ
ル
の
考
察 

堀
江
健
太
郎

G
oogle

ブ
ッ
ク
ス
と
出
版
産
業
の
構
造
的
変
化

―
検
索
社
会
の
歴
史
的
展
開
― 

松
元　

陽
平

公
共
図
書
館
の
役
割
の
変
容
と
図
書
館
施
設 

山
内
沙
優
理

日
本
に
お
け
る
電
子
書
籍
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
標
準
化
の
歴

史
的
意
義 

G
U

O
 H

ao
貞
門
の
無
理
問
答
に
つ
い
て 

池
上　

一
真

「
現
代
京
こ
と
ば
訳
源
氏
物
語
」
に
つ
い
て 

白
石　

航
大

『
春
日
権
現
験
記
絵
』
に
お
け
る
神
に
関
す
る
考
察

 

堤　
　

晴
香

西
園
寺
文
庫
蔵
『
新
院
御
会
部
類
集
』
に
つ
い
て

 

中
島　

結
香

古
典
和
歌
に
お
け
る
擬
音
語
・
擬
態
語
に
つ
い
て

 

堀
江
依
知
菜

「
も
の
の
け
姫
」
論 
上
野　

正
輝

太
宰
治
「
皮
膚
と
心
」
論 
下
代　

和
輝

太
宰
治
「
朝
」
論

―
「
私
」
の
〈
ゆ
ら
ぎ
〉
に
着
目
し
て
― 

佐
藤　
　

好

佐
佐
木
幸
綱
『
群
黎
』
考 

新　

結
里
南

長
野
ま
ゆ
み
『
少
年
ア
リ
ス
』
論 

田
口　

梨
沙

川
端
康
成
『
眠
れ
る
美
女
』
論 

塚
本　

朋
子

「
杜
子
春
」
に
つ
い
て 

津
田
英
里
奈

ラ
ー
メ
ン
ズ
「T

E
X

T

」
考 

天
願　

愛
咲

江
國
香
織
文
学
考

―
「
綿
菓
子
」
― 

道
勇　

友
美

山
本
周
五
郎
『
雨
あ
が
る
』
論 

土
坂
英
理
子

『
も
の
の
け
姫
』
論 

長
澤　

香
澄

坂
口
安
吾
『
夜
長
姫
と
耳
男
』
論 

姫
野　

舞
歩

『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
』
論

―
「
水
」
か
ら
宮
崎
駿
の
世
界
観
を
考
察
す
る
―

 

北
條　

恵
理

島
崎
藤
村
「
初
恋
」
論 

細
田　

知
里

星
新
一 

論 

山
本　

美
咲

日
本
史
学
専
攻

天
神
信
仰
の
形
成 

越
海　

諒
祐

奈
良
時
代
の
阿
弥
陀
信
仰 

松
﨑　

友
哉

貞
観
五
年
の
神
泉
苑
に
お
け
る
御
霊
会
に
つ
い
て

 

三
好　

浩
平

奈
良
時
代
に
お
け
る
灌
漑
事
業
と
行
基
の
活
動
に
つ
い
て

 

森
本　

真
史

律
令
国
家
に
お
け
る
隼
人
政
策 

今
井　

瞭
太

神
器
不
在
の
践
祚
か
ら
見
る
皇
位
継
承
と
三
種
の
神
器

―
後
鳥
羽
天
皇
と
光
厳
天
皇
の
践
祚
を
中
心
に
―

 

松
田
華
奈
子
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『
吾
妻
鏡
』
の
記
述
に
お
け
る
静
御
前
の
舞
と
出
産
に
つ

い
て
の
考
察

―
穢
の
概
念
と
関
連
さ
せ
て
― 

務
䑓　

美
里

木
曾
義
仲
の
挙
兵
と
東
信
武
士 

吉
沢　

学
美

伝
奏
に
見
る
公
家
の
直
垂
着
用 

池
田　

玲
奈

中
世
の
男
色
と
稚
児

―
僧
に
よ
る
稚
児
へ
の
存
在
意
識 

石
倉　

捺
希

中
世
社
会
の
母
子
関
係
に
つ
い
て

〜
人
身
売
買
、
離
別
、
養
子
〜 

犬
塚
真
優
子

15
世
紀
後
半
に
お
け
る
京
都
へ
の
唐
物
流
入
に
つ
い
て

 
大
江　

亜
実

興
福
寺
衆
徒
の
構
成
と
俗
人 
神
田　

拓
磨

木
食
応
其
と
高
野
山
の
評
議
組
織 

鳥
越　
　

嶺

平
安
期
天
皇
の
譲
位
と
遺
体
移
送

―
後
一
条
天
皇
を
中
心
に
― 

仲
野　

律
身

太
平
洋
戦
争
以
前
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
お
け
る
日
本
人
移

民
の
医
療
活
動

―
助
産
婦
を
中
心
と
し
て 

橋
本　

佳
奈

中
世
河
原
者
の
存
在
形
態 

松
本　

賢
哉

室
町
期
祇
園
会
を
見
物
す
る
と
い
う
こ
と

―
応
永
の
大
飢
疫
災
害
を
画
期
と
し
て
― 

山
田　

智
理

佐
竹
北
家
に
よ
る
統
治
と
近
世
城
下
町
角
館
の
形
成

 

阿
部　

敏
生

近
世
農
村
の
離
縁
に
つ
い
て 

島
田　

侑
実

安
土
桃
山
時
代
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
力

〜
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ノ
の
宣
教
に
注
目
〜 

庄
野　

麻
貴

江
戸
・
吉
原
に
関
す
る
位
置
考
察 

辻
本　

星
麗

近
世
京
都
に
お
け
る
菓
子
屋
の
展
開 

中
村
梨
紗
子

近
世
の
琵
琶
湖
水
運
に
つ
い
て 

藤
橋　

由
佳

懐
徳
堂
と
麻
田
藩
の
関
連
性
か
ら
見
る
近
世
後
期
の
大
坂

の
教
育
史 

元
木
謙
之
介

福
沢
諭
吉
の
「
朝
鮮
観
」
と
金
玉
均
の
「
日
本
観
」
の
考
察

 

趙　
　

勇
旻

地
方
伝
説
と
地
誌 

小
倉　

彩
綺

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
都
市
復
興 

近
藤　

壮
真

ス
ポ
ー
ツ
報
道
の
歴
史 

末
廣　

純
成

東
映
ヤ
ク
ザ
映
画
と
高
度
経
済
成
長 

銭
廣　

勇
吾

イ
メ
ー
ジ
を
抱
か
れ
る
新
選
組 

綱
島　

華
子

人
物
と
風
景
の
逆
転 

丹
羽
絵
理
香

昭
和
期
の
公
私
社
会
事
業
に
つ
い
て 

宮
地　

智
子

明
治
期
に
お
け
る
女
子
教
育
の
体
育
思
想 

山
野　

泰
明

災
害
に
お
け
る
新
聞
報
道
の
変
化 

庄
司　

拓
哉

ホ
ー
ム
レ
ス
問
題
の
歴
史
と
現
在 

早
見　

飛
鳥

中
曽
根
康
弘
の
憲
法
観 

辻
本　

翔
一

新
聞
、
雑
誌
か
ら
み
る
戦
前
の
朝
鮮
に
お
け
る
野
球
の
位

置
づ
け

―
中
等
学
校
野
球
を
中
心
に
― 

尼
子　

晃
啓

平
泉
澄
に
於
け
る
反
革
命
思
想
の
展
開 

井
澤　

仁
志

明
治
期
被
教
育
者
集
団
の
私
的
人
間
関
係
と
試
験 

 

岩
屋　

佳
朗

戦
時
体
制
下
に
お
け
る
野
球
の
立
ち
位
置 

内
橋　
　

健

「
政
友
会
院
外
団
」
の
成
立

―
相
反
す
る
政
党
観
を
め
ぐ
っ
て 
海
野　

大
地

「
近
代
の
超
克
」
論
に
関
す
る
一
考
察

―
西
洋
史
家
・
鈴
木
成
高
の
所
論
を
中
心
に
― 

梶
上　
　

恵

戦
時
期
の
少
女
雑
誌

―
『
少
女
の
友
』
と
『
少
女
倶
楽
部
』
の
誌
面
分
析
か
ら
―

 

川
上　

奈
優

戦
後
政
党
政
治
に
お
け
る
党
近
代
化
構
想

―
矢
部
貞
治
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
の
影
響
― 

草
薙　

志
帆

高
木
惣
吉
の
ブ
レ
ー
ン
ト
ラ
ス
ト
構
想 

鈴
木　

美
帆

近
代
に
お
け
る
産
業
の
発
展
と
環
境
問
題 

西
村
亮
太
郎

日
本
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
歴
史

―
京
都
を
中
心
と
し
て
― 

細
𠩤　
　

唯

明
治
後
期
か
ら
大
正
前
期
に
お
け
る
煩
悶
す
る
青
年
と
宗

教
に
つ
い
て 

吉
水　

希
枝

朝
鮮
神
宮
奉
賛
会
と
明
治
神
宮
奉
賛
会
の
比
較

 
K

IM
 Jin

h
ee

南
京
事
件
を
め
ぐ
っ
て

―
虐
殺
三
十
万
の
経
緯
と
そ
の
意
義
― 

W
A

N
G

 Y
ixiao

松
永
久
秀
の
大
和
支
配 

池
田
さ
や
か

織
豊
期
の
茶
の
湯
に
つ
い
て 

貴
傳
名
彩
加

甲
賀
郡
中
惣
の
動
向 

込
山　

龍
紀

室
町
期
の
暦
問
題 

齊
藤　
　

航

筥
崎
宮
に
お
け
る
油
座
の
構
造
の
研
究 

佐
藤　

弘
隆

戦
国
大
名
島
津
氏
の
家
督
相
続
と
権
力
闘
争 

福
田　

昇
平

中
世
の
尾
張
に
お
け
る
海
運 

森
田
穂
菜
美

近
代
に
お
け
る
対
ア
イ
ヌ
認
識 

伊
藤　
　

感

徳
富
蘇
峰
の
女
性
観 

岡
本　

悠
佑

「
悪
」
の
歴
史 

川
端　

啓
堂

江
戸
開
城
と
山
岡
鉄
舟 

桑
原　

博
通

近
代
日
本
形
成
期
に
お
け
る
「
公
議
」
観
念
の
諸
相

 

須
佐　

智
樹
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高
校
野
球
と
在
日
社
会 

髙
須　

翔
大

歴
史
学
者
の
思
想
変
遷 

高
山　

遼
子

マ
ン
ガ
家
は
語
る 

冨
樫
夕
有
子

明
治
後
期
に
お
け
る
京
都
市
の
防
災
に
つ
い
て

 

花
田　
　

渉

精
神
病
と
社
会 

大
西　

杏
奈

彦
根
藩
・
大
津
百
艘
船
間
の
争
論
に
見
る
近
世
前
期
琵
琶

湖
水
運
を
め
ぐ
る
相
克 

北
中　

秀
明

『
夷
酋
列
像
』
と
そ
の
付
属
史
料
に
み
る
松
前
藩
の
自
己

表
現 

白
江　

咲
子

近
世
初
期
の
京
都
に
お
け
る
被
差
別
部
落
の
実
態　

天
部

村
を
中
心
と
し
て 
平
野　

美
杜

江
戸
庶
民
の
情
勢
認
識

〜
戊
辰
戦
争
期
の
落
首
落
書
を
中
心
と
し
て
〜 

山
本　

由
樹

近
世
後
期
に
お
け
る
生
活
空
間
の
考
察

―
京
都
寺
町
を
中
心
に
― 

田
中　

佑
季

考
古
学
・
文
化
遺
産
専
攻

高
知
平
野
の
突
帯
文
土
器 

小
野　

弘
貴

石
錘
の
重
量
か
ら
み
た
縄
文
時
代
の
網
漁
法 

加
藤　

遼
也

胎
土
か
ら
み
た
縄
文
時
代
の
土
製
耳
飾
り 

草
間
あ
ず
み

近
畿
地
方
の
縄
文
貯
蔵
穴 

田
中　

章
博

土
偶
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
の
数
量
的
分
析 

田
村
春
太
朗

縄
文
土
器
の
美
的
評
価
の
変
遷 

土
屋　

洋
子

縄
文
時
代
の
カ
ゴ
類
の
変
遷 

中
瀬　

将
希

縄
文
の
編
布
の
糸 

深
田　

葉
月

縄
文
集
落
と
ア
イ
ヌ
集
落
の
変
遷
・
比
較 

松
井　

亮
祐

滋
賀
県
湖
北
に
お
け
る
湖
底
遺
跡
の
標
高
変
化

 

森
塚　
　

優

縄
文
晩
期
土
偶
の
遺
存
状
況
か
ら
み
る
土
偶
の
機
能

 

山
本
真
梨
子

縄
文
社
会
階
層
論
の
現
状
と
課
題 

吉
川　

真
矢

副
葬
品
と
し
て
の
革
盾
の
分
類
と
変
遷 

宇
佐
美
友
佑

大
津
北
郊
・
河
内
・
大
和
に
お
け
る
炊
飯
具
形
土
器
の
様

相 

内
田　

容
子

円
筒
埴
輪
に
お
け
る
地
域
内
伝
播
に
つ
い
て

―
伊
勢
地
域
を
中
心
に
― 

大
澤　
　

嶺

打
製
石
鏃
の
生
産
・
流
通
と
技
術
論
的
区
分

―
明
石
川
流
域
を
中
心
に
― 

園
原　

悠
斗

須
恵
系
亀
甲
形
陶
棺
の
研
究

―
摂
津
地
域
に
お
け
る
変
遷
と
他
地
域
へ
の
展
開
に
つ
い
て
―

 

土
谷　

武
嗣

複
数
埋
葬
主
体
を
持
つ
木
棺
直
葬
墳
の
研
究

―
古
墳
時
代
中
・
後
期
の
大
和
を
対
象
と
し
て
―

 

土
井　

湧
輝

讃
岐
産
石
棺
に
つ
い
て 

土
居　

祐
典

古
墳
時
代
の
牛
馬
祭
祀
に
お
け
る
分
布
と
そ
の
伝
播

 

村
重　

和
泉

畿
内
地
域
を
中
心
と
し
た
横
口
式
石
槨
の
考
察

 

室
井　
　

環

畿
内
地
域
に
お
け
る
弥
生
器
台
の
展
開 

𠮷
村
慎
太
郎

丹
波
地
域
に
お
け
る
横
穴
式
石
室
の
様
相 
渡
部
健
太
郎

山
陽
地
方
に
お
け
る
陶
硯
の
研
究 
早
稲
田
知
之

立
命
館
大
学
所
蔵
友
禅
図
案
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

 

浅
田　

敦
美

瀬
戸
内
地
域
に
お
け
る
滑
石
製
石
鍋
の
消
費
・
流
通

 

桑
村　

友
作

京
都
五
条
坂
と
瀬
戸
市
に
お
け
る
桟
板
の
民
俗
考
古
学
的

研
究 

佐
藤
百
合
香

第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
メ
デ
イ
ア
考
古
学
の
意
義

 

長
岡　

理
奈

陶
器
製
地
雷
の
考
古
学
的
研
究 

二
橋
慶
太
郎

土
型
の
民
俗
考
古
学
的
研
究

―
赤
膚
焼
を
中
心
に
― 

松
山　

侑
揮

近
現
代
に
お
け
る
匣
鉢
の
民
俗
考
古
学
的
研
究

―
京
都
・
五
条
坂
の
窯
場
を
対
象
に
― 

吉
田　

幸
平

キ
リ
シ
タ
ン
墓
の
研
究

―
京
都
に
お
け
る
墓
碑
石
材
を
中
心
と
し
て
― 

金
子
松
美
香

国
分
僧
寺
・
国
分
尼
寺
の
伽
藍
採
用
と
諸
国 

築
波　

彩
香

平
城
京
・
長
岡
京
・
平
安
京
を
対
象
と
す
る
花
粉
分
析
デ
ー

タ
の
集
成 

長
﨑　

泰
輝

縄
張
り
図
研
究
と
高
知
の
城
郭 

二
村　

寧
美

愛
知
県
三
河
地
方
に
お
け
る
織
豊
期
城
郭

―
石
垣
・
石
積
み
の
視
点
か
ら
― 

福
谷　

鮎
子

歌
木
簡
の
考
古
学
的
研
究

―
難
波
津
の
歌
を
中
心
と
し
て
― 

湯
浅　

梨
花

猫
の
考
古
学 

砂
村　

春
佳

縄
文
前
期
大
木
式
土
器
の
器
形
分
化 

鈴
木　

大
輔

長
野
市
宮
崎
遺
跡
出
土
動
物
遺
存
体
か
ら
見
た
縄
文
晩
期

の
動
物
獲
得
・
利
用
の
状
況 

五
味　

佑
麻

関
西
縄
文
集
落
に
お
け
る
墓
の
配
置 

進
藤　

郁
美

縄
文
・
弥
生
移
行
期
に
お
け
る
煮
沸
用
土
器
小
形
化
の
実
態

 

西
山　
　

集
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縄
文
前
期
北
白
川
下
層
式
の
文
様
変
化
の
必
然
性

 

日
口　

菜
穂

縄
文
時
代
の
東
北
・
道
南
に
お
け
る
環
状
列
石
の
遺
跡
間

の
比
較 

吉
田　

里
水

中
国
文
学
・
思
想
専
攻

唐
代
伝
奇
に
お
け
る
龍
の
イ
メ
ー
ジ 

林　
　

史
人

女
訓
書
か
ら
見
え
る
女
性
像 

武
田
沙
世
子

江
戸
時
代
に
お
け
る
漢
詩
の
受
容 

冨
岡　

遥
夏

『
韓
非
子
』
の
思
想
と
そ
の
形
成 
藤
原　
　

衛

唐
代
に
お
け
る
音
楽
と
社
会 
竹
正　

麻
美

唐
代
詩
に
み
ら
れ
る
季
節
感
の
表
現 

中
條　
　

匠

中
国
の
食
風
景 

叶
井　

洸
希

上
海
と
日
本
の
初
等
・
中
等
教
育
に
お
け
る
変
遷
と
展
望

―
一
九
八
〇
年
代
以
降
を
中
心
に
― 

佐
藤　

智
貴

中
国
怪
異
小
説
に
お
け
る
動
物 

田
所　

千
秋

陶
淵
明
が
求
め
た
人
物
像

―
陶
淵
明
の
実
際
と
「
五
柳
先
生
伝
」
の
比
較
か
ら
―

 

安
福　

健
太

鳳
凰
と
類
似
し
た
特
徴
を
も
つ
四
体
の
凶
鳥
に
つ
い
て

 

吉
川　

友
惠

東
洋
史
学
専
攻

秦
漢
代
の
南
越
地
域
に
対
す
る
政
策
に
つ
い
て

 

田
宗
一
郎

藩
鎮
類
型
論
に
つ
い
て 

岡
川　

知
弘

漢
魏
洛
陽
城
に
於
け
る
治
水
問
題 

中
川　

敬
亭

文
帝
の
刑
制
改
革
の
評
価
に
つ
い
て 

中
土
井　

新

『
左
伝
』
に
お
け
る
馬
車
に
関
す
る
一
考
察 

平
井　

雅
士

西
太
后
に
よ
る
治
世
と
そ
の
実
像 

乾　
　

梨
紗

円
仁
の
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
か
ら
み
る
五
台
山
巡
礼

 

　
　

萌
子

契
丹
（
遼
）
の
祭
祀
に
つ
い
て 

川
口　
　

長

明
代
の
軍
政
と
万
里
の
長
城 

小
濵　

碧
人

宋
代
杭
州
に
お
け
る
出
版
文
化
に
つ
い
て 

仙
道　

悠
奈

嘉
靖
大
倭
寇
の
研
究 

豊
嶋　

順
揮

纏
足
か
ら
見
た
中
国
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー 

額
田
ま
り
理

ラ
ー
マ
四
世
と
ア
ン
ナ
レ
オ
ノ
ー
ウ
ェ
ン
ズ
の
虚
像
と
実
像

 

沼
田　

将
志

陳
堯
叟
と
宋
代
の
馬
政 

半
田　

淳
紀

中
国
音
楽
史
に
お
け
る
歴
史
的
特
色 

東　
　

真
央

『
郭
嵩
燾
日
記
』
が
も
た
ら
し
た
功
罪
に
つ
い
て

 

深
谷　

聡
美

南
宋
中
期
に
お
け
る
史
彌
遠
政
権
の
構
造
と
そ
の
特
徴

 

福
井　
　

優

北
宋
代
開
封
に
お
け
る
都
市
機
能

―
水
利
技
術
の
運
用
を
中
心
に
― 

松
田　
　

亮

元
代
の
科
挙
に
お
け
る
一
考
察 

山
田　

裕
介

蜀
漢
政
権
の
構
造
に
つ
い
て 

佐
々
木
翔
太

少
林
武
術
の
発
展
に
関
す
る
史
的
考
察 

柳
田　

悠
貴

現
代
東
ア
ジ
ア
言
語
・
文
化
専
攻

岳
飛〜

史
実
と
娯
楽
作
品
か
ら
見
る
中
国
と
日
本
に
お
け
る
評
価

の
違
い
〜 

浜
中
和
一
郎

中
国
の
動
画
サ
イ
ト
に
よ
る
日
本
ア
ニ
メ
配
信
に
つ
い
て

 

梶
川　

亜
希

中
国
の
味
の
文
化
を
め
ぐ
っ
て 

菅
納　

琢
矢

香
港
２
０
４
７

〜
若
者
の
対
中
国
意
識
か
ら
考
察
す
る
香
港
の
未
来
〜

 

鈴
木　

啓
介

中
国
の
大
学

〜
世
界
一
流
へ
の
道
〜 

藤
原　

幸
輝

剣
道
の
国
際
普
及
の
現
状

〜
中
国
〜 

枡
川
恵
理
子

中
国
ス
マ
ホ
市
場
の
歩
み
と
こ
れ
か
ら

〜
ス
マ
ホ
大
国
、
中
国
で
勝
ち
抜
く
に
は
〜 

山
田　
　

諒

自
治
体
外
交
と
し
て
の
日
韓
姉
妹
都
市
交
流

―
城
陽
市
・
慶
山
市
の
事
例
か
ら
― 

芦
田　

優
里

朝
鮮
学
校
の
運
動
に
対
す
る
取
り
組
み
方

―
京
都
朝
鮮
中
高
級
学
校
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
―

 

今
井　

達
也

韓
国
に
お
け
る
男
性
の
美
容

―
ス
キ
ン
ケ
ア
・
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
・
美
容
整
形
に
着
目
し
て
―

 

遠
藤　

麻
耶

韓
国
映
画
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略

―
中
国
と
の
国
際
共
同
製
作
の
取
り
組
み
を
中
心
に
―

 

王
谷　

瑞
季
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日
本
に
お
け
る
韓
国
文
学
の
受
容

―
作
品
か
ら
み
る
受
容
の
背
景
― 

金　
　

美
貴

韓
国
に
お
け
る
現
代
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
文
化

―
韓
国
発
のFast Fash

ion

に
対
す
る
若
者
の
意
識
―

 

河
野
つ
か
さ

日
韓
野
球
の
国
際
大
会
と
親
善
試
合

〜
ス
ポ
ー
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
〜

 

髙
宮　

敬
太

御
幸
森
商
店
街
は
な
ぜ
「
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
」
に
な
っ
た
の
か

―
オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー
の
視
点
か
ら
― 

竹
本
多
佳
良

韓
国
に
お
け
る
「
ウ
ト
ロ
地
区
」
に
対
す
る
認
識

―
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
報
道
を
事
例
と
し
て
―

 

許　
　
　

柔

日
韓
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
比
較

―
通
常
学
級
で
学
ぶ
特
別
な
ニ
ー
ズ
を
要
す
る
子
ど
も
へ
の

学
校
教
育
と
そ
の
支
援
― 

三
浦　

歩
美

パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
地
域
活
性
化

は
可
能
か
？

―
馬
山
・
倉
洞
マ
ウ
ル
と

山
・
甘
川
洞
マ
ウ
ル
の
事
例
を

中
心
に
― 

三
島　

紫
帆

韓
国
ド
ラ
マ
に
お
け
る
働
く
女
性
像

―
『
空
く
ら
い
地
く
ら
い
』
を
中
心
に
― 

安
河
内
琢
弥

韓
国
の
国
際
養
子
縁
組

―
ル
ー
ツ
を
探
す
養
子
た
ち
に
必
要
な
支
援
と
は
―

 

山
崎　

聖
奈

韓
国
語
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

―
自
国
語
普
及
に
向
け
て
の
動
向
と
展
望
― 

池
端　

千
尋

「
満
洲
国
」
建
国
時
に
お
け
る
中
国
東
北
部
諸
勢
力
の
動
静

 

猪
貝　

夏
美

満
州
建
国
大
学
の
武
道
教
育
と
精
神
修
養
に
つ
い
て

 

楠
田　

頌
悟

日
本
版
台
湾
関
係
法
論
争
の
研
究

〜
台
湾
関
係
法
が
現
代
に
与
え
る
影
響
〜 

坂
口
英
一
郎

少
数
民
族
地
域
の
観
光
化
に
よ
る
民
族
文
化
の
変
化
の
分
類

 

坂
田
ひ
な
た

現
代
中
国
の
小
学
校
教
育
に
お
け
る
〈
台
湾
〉

―
教
科
書
『
品
德
与
社
会
』
の
記
述
を
通
し
て
―

 

田
中
さ
や
香

観
光
地
化
さ
れ
た
神
戸
南
京
町 

深
水　

悠
嗣

中
国
民
主
化
論
争
に
お
け
る
中
間
層 

竜
門　

剛
大

東
山
彰
良『
流
』か
ら
紐
解
く
越
境
作
家
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ

―
台
湾
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
― 

篠　

久
美
子

日
本
と
韓
国
に
お
け
る
コ
ー
ヒ
ー
、
カ
フ
ェ
文
化

 

青
山　

瑠
里

韓
国
の
働
く
女
性
を
取
り
巻
く
環
境

―
未
婚
者
・
既
婚
者
、
両
者
の
視
点
か
ら
― 

石
田　

彩
恵

韓
国
に
お
け
る
絵
本
文
学 

江
頭
さ
や
か

日
本
と
韓
国
に
お
け
る
季
節
と
色
彩 

大
谷　

真
美

韓
国
に
お
け
る
日
本
建
築
物

―
保
存
・
破
壊
・
利
用
を
中
心
に
― 

小
島　

奈
々

韓
国
の
化
粧
品
広
告
に
つ
い
て 
角　

優
理
子

映
像
か
ら
み
る
韓
国
の
同
性
愛
表
現 
田
中　

沙
穂

韓
国
旅
客
船
セ
ウ
ォ
ル
号
沈
没
事
故
に
見
る
韓
国
危
機
管

理
体
制
に
つ
い
て 

中
島　

香
織

九
州
の
対
韓
国
観
光
戦
略 

鍋
島　

志
野

韓
国
人
日
本
語
学
習
者
に
対
す
る
「
の
だ
」
の
教
授
法

―
「
の
だ
」
と
「
것
이
다[geosida]

」
の
比
較
研
究
を
中
心

に
― 

川　

楓
乃

日
韓
歴
史
教
科
書
問
題

―
教
科
書
採
択
の
在
り
方
と
こ
れ
か
ら
の
歴
史
教
育
―

 

宮
﨑　

大
志

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
つ
い
て 

山
内　
　

綾

日
中
ア
ニ
メ
の
比
較
か
ら
見
る
中
国
ア
ニ
メ
の
今
後
の
展
開

 

𠮷
田　

夏
美

中
国
の
計
画
生
育
政
策
と
結
婚
問
題

〜
原
因
と
今
後
〜 

浅
野　

満
帆

日
中
歌
詞
比
較
か
ら
見
え
る
文
化
の
差
異 

岡
本　

敬
子

『
ガ
リ
レ
オ
の
苦
悩
』
に
お
け
る
日
中
同
形
語
の
相
違
の

比
較 

小
田　

耀
子

中
国
の
被
差
別
民
の
特
徴
と
変
遷 

草
野　

真
実

温
州
高
速
鉄
道
脱
線
事
故
に
お
け
る
既
存
メ
デ
ィ
ア
の
報

道
と
ネ
ッ
ト
言
論
の
関
係
性
お
よ
び
政
府
の
対
応

 

熊
谷　

香
奈

韓
国
に
お
け
る
日
本
ま
ん
が
の
展
開
と
今
後

 

小
　

咲
紀

京
都
市
か
ら
見
る
中
国
人
観
光
客
の
現
状
と
展
望

 

小
牧
ひ
か
り

大
阪
な
ん
ば
地
区
に
お
け
る
外
国
人
客
向
け
商
店
の
展
開

―
訪
日
外
国
人
の
増
加
で
変
わ
り
ゆ
く
大
阪
な
ん
ば
―

 

杉
本　

美
夏

食
事
作
法
の
日
中
韓
比
較 

髙
瀬
沙
耶
香

中
国
の
テ
レ
ビ
番
組
の
現
状
と
未
来 

廣
瀬　

絵
菜
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台
湾
映
画
と
中
国
映
画
か
ら
み
る
青
年
像
の
比
較

 

水
野　

真
吾

戦
争
協
力
の
観
点
か
ら
見
る
台
湾
先
住
民
た
ち
の
思
い

 

光
元　

諭
史

「
慰
安
婦
問
題
」

〜
二
〇
一
五
年
の
日
韓
の
動
き
と
中
国
の
姿
勢
〜

 

皆
川　

果
恋

在
日
コ
リ
ア
ン
の
名
前
使
用
か
ら
見
る
民
族
回
帰
に
つ
い
て

 

李　
　

正
樹

日
本
、
中
国
、
台
湾
の
現
代
史
と
陳
舜
臣

―
東
ア
ジ
ア
共
生
に
つ
い
て
考
え
る
― 
岡
村　
　

覧

英
米
文
学
専
攻

“G
h

osts ” by P
au

l A
u

ster 『
幽
霊
た
ち
』
に
お
け
る
、

「
ど
こ
に
も
い
な
い
存
在
」・「
見
え
な
い
人
間
」
と
は

 

神
﨑　

淳
平

A
 C

h
ristm

as C
arol

に
お
け
る
ス
ク
ル
ー
ジ
の
善
意
の

再
獲
得 

大
畠
健
太
郎

H
en

ry Jam
es

のD
aisy M

iller: A
 S

tu
dy

に
お
け
る

W
in

terbou
rn

e

の
過
ち 

青
山
実
千
留

F. S
cott F

itzgerald

のT
h

e C
u

riou
s C

ase of 

B
en

jam
in

 B
u

tton

に
お
け
る
家
族
愛 

石
井　

文
也

マ
ー
ク
ト
ウ
ェ
イ
ン
の
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
フ
ィ
ン
の
冒
険

に
つ
い
て 

岩
瀬　

愛
美

O
scar W

ilde

のT
h

e P
ictu

re of D
orian

 G
ray

に
お

け
る
支
配 

上
井　

彩
加

Z
ora N

eale H
u

rston
, T

h
eir E

yes W
ere W

atch
in

g 

G
od

に
お
い
て
、T

ea C
ake

の
死
がJan

ie

に
も
た

ら
し
た
も
の 

岡
田　

真
季

G
eorge G

issin
g, T

h
e O

dd W
om

en

研
究

―
ロ
ー
ダ
・
ナ
ン
と
モ
ニ
カ
・
マ
ド
ン
か
ら
み
る
女
性
像
―

 

木
下　

寛
菜

O
scar W

ilde

のT
h

e P
ictu

re of D
orian

 G
ray

に
お

け
る
主
人
公D

orian
 G

ray

の
死
に
つ
い
て

 

瀬
尻　

智
之

S
ister C

arrie　

C
arrie

の
生
き
方
と
は 

底
押　
　

梓

“S
ir E

dm
u

n
d O

rm
e ”

に
お
け
る
語
り
手
の
信
頼
性
に

つ
い
て 

高
木　
　

俊

D
aph

n
e du

 M
au

rier, “R
ebecca ” 

研
究

―R
ebecca

に
心
を
囚
わ
れ
た
人
々
に
つ
い
て 

中
田　

零
士

N
ath

an
iel H

aw
th

orn
e

のR
appaccin

i ’s D
au

gh
ter

に
お
け
る
ラ
パ
チ
ー
ニ
の
理
想 

新
元　

拓
実

T
on

i M
orrison

のT
h

e B
lu

est E
ye

に
お
け
る
黒
人

と
は

―
陰
の
ピ
コ
ー
ラ
と
陽
の
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
の
二
人
の
黒
人
少

女
の
運
命
よ
り
― 

兵
頭
美
菜
子

C
u

jo

に
お
け
るS

teph
en

 K
in

g

の
作
り
出
す
恐
怖

 

布
施　

麗
香

取
り
扱
う
作
品　

F
ran

ken
stein

: or T
h

e M
odern

 

P
rom

eth
eu

s　

著
者　

M
ary S

h
elley

 
松
久　

和
人

P
assin

g

に
お
け
る
ア
イ
リ
ー
ン
の
葛
藤 
村
上　

智
保

E
m

ily B
ron

te

のW
u

th
erin

g H
eigh

ts

に
つ
い
て

 

森
村　
　

結

A
n

n
 of G

reen
 G

ables

か
ら
想
像
の
力
を
考
え
る
。

 

山
田
英
津
子

H
en

ry Jam
es “T

h
e A

basem
en

t of th
e 

N
orth

m
ores ”

に
つ
い
て 

山
田　

胡
桃

T
h

e G
reat G

atsby

に
お
け
る
語
り
手N

ick

の

G
atsby

へ
の
美
化 

林　
　

大
貴

T
h

e C
atch

er in
 T

h
e R

ye　

J.D
.S

alin
ger

大
人
と
子
ど
も
の
境
界
線
に
立
つ
ホ
ー
ル
デ
ン

 

永
井　

彩
香

V
irgin

ia W
oolf

のT
o th

e L
igh

th
ou

se

に
お
け
る
自

己
表
象 

鮎
川　

隆
澄

W
illiam

 S
h

akespeare

のT
h

e M
erch

an
t of 

V
en

ice

に
お
け
るS

h
ylock

の
人
物
像
と
そ
の
役
割

 

諌
山　

咲
良

D
avid E

versh
off

のT
h

e D
an

ish
 G

irl

に
お
け
る
ト

ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー 

井
谷
美
乃
里

W
illiam

 S
h

akespeare

のA
 M

idsu
m

m
er N

igh
t ’s 

D
ream

に
お
け
る
女
性
像 

伊
藤　

友
伽

W
illiam

 S
h

akespeare

のH
am

let

に
お
け
る
狂
気

 

神　

龍
太
郎

K
azu

o Ish
igu

ro

のN
ever L

et M
e G

o

に
お
け
る
共

感
の
創
出 

河
邉　

優
花

K
azu

o Ish
igu

ro

のN
ever L

et M
e G

o

に
お
け
る
人

間
の
尊
厳
と
記
憶 

清
川
い
ず
み

W
illiam

 S
h

akespeare

のH
am

let

に
お
け
る
変
化

 

佐
古　

翔
太

L
ew

is C
arroll

のA
lice ’s A

dven
tu

res in
 

W
on

derlan
d

に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観 

重
田
亜
里
咲
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F. S
cott F

itzgerald

のT
h

e G
reat G

atsby

に
お
け

る
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
と
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
の
人
物
像

 

重
信　

宏
次

W
illiam

 S
h

akespeare

のT
h

e W
in

ter ’s T
ale

に
お

け
る
自
然
と
人
工 

寺
下
加
陽
里

H
arry P

otter

シ
リ
ー
ズ
に
お
け
る
母
性
の
表
象

 

中
谷
衣
公
子

Joan
 G

. R
obin

son

のW
h

en
 M

arn
ie W

as T
h

ere

に
お
け
る
ト
ラ
ウ
マ
と
タ
イ
ム
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

 

長
田　

里
帆

D
an

iel D
efoe

のR
obin

son
 C

ru
soe

に
お
け
る
政
治

性
に
つ
い
て
の
考
察 
原
田　

大
士

S
h

akespeare

のT
h

e S
on

n
ets

に
お
け
る
詩
的
言
語

表
現 

深
瀬　

有
香

W
illiam

 S
h

akespeare

のK
in

g L
ear

に
お
け
る

C
ordelia

の
人
物
像 

福
井　

実
緒

M
acbeth

に
お
け
る
喜
劇
的
救
済

―
門
番
の
場
面
を
中
心
に
― 

堀　

凜
太
郎

W
illiam

 S
h

akespeare

のR
om

eo an
d Ju

liet

に
お

け
る
後
追
い
自
殺 

堀
池　

理
沙

H
am

let

の
死
生
観
の
考
察 

村
口　

恭
介

W
illiam

 S
h

akespeare

のK
in

g L
ear

に
お
け
る
道

化
の
役
割 

村
瀬　

汐
里

W
illiam

 S
h

akespeare

のH
am

let

に
お
け
る
情
報

操
作 

山
田　
　

遼

映
画
に
な
っ
たR

om
eo an

d Ju
liet 

渡
邊　
　

杏

O
th

er V
oices, O

th
er R

oom
s

に
お
け
る
主
人
公
の
成

長
と
孤
独 

清
水
理
紗
子

『
ハ
ワ
ー
ズ
・
エ
ン
ド
』
に
み
る
商
業
社
会
に
お
い
て
の

物
質
主
義
と
精
神
主
義
の
在
り
方 

森　
　

祐
貴

Jam
es B

aldw
in

, Jim
m

y ’s B
lu

es

か
ら
わ
か
る

一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
の
黒
人
の
社
会
的

地
位

〜
彼
の
求
め
た
新
し
い
黒
人
像
と
は
〜 

浅
川　

敬
介

T
h

e Q
u

iet A
m

erican

か
ら
読
み
取
れ
る
オ
リ
エ
ン
タ

リ
ズ
ム
の
影

〜
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
と
西
洋
世
界
〜 

太
田　

直
希

T
h

e O
ld M

an
 an

d th
e S

ea

に
お
け
る
喰
い
尽
く
さ

れ
た
カ
ジ
キ
の
意
味

〜H
em

in
gw

ay

か
ら
の
挑
戦
状
〜 

釡
矢　

真
佑

T
h

e B
ook of S

alt

に
見
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
的
構
造

 

小
山　

善
生

T
h

e H
elp

か
ら
み
る
人
種
・
家
族
・
友
人
間
の
ヒ
エ
ラ

ル
キ
ー

〜
社
会
に
潜
む
見
え
な
い
境
界
線
〜 

佐
野　

典
子

T
h

e B
ook of S

alt 

に
お
け
る
言
葉
の
キ
ュ
ビ
ズ
ム

〜
ビ
ン
と
ス
タ
イ
ン
の
類
似
性
〜 

中
村　

夏
子

ビ
ン
の
愛
し
た
「
あ
な
た
」
と
は

〜T
h

e B
ook of S

alt
の
恋
愛
関
係
〜 

希　
　

鋭
道

「
喪
と
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
」
か
ら
見
るT

h
e B

ook of S
alt

―
「
父
」
の
呪
縛
と
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
か
ら
の
脱
却
―

 

廣
瀨　

眞
子

R
aym

on
d C

arver, C
ath

edral

研
究

―
日
常
の
不
運
を
救
う
さ
さ
や
か
な
温
も
り
― 
藤
井
香
菜
子

A
dven

tu
res of H

u
ckleberry F

in
n

 

研
究

―
ジ
ム
の
「
秘
密
」
が
作
中
で
担
う
役
割
と
は
―

 

古
川　

利
菜

T
h

e M
arriage P

lot

研
究

―
恋
す
る
も
の
と
完
全
な
る
孤
独 

毛
利　

仁
美

R
acial P

assin
g in

 th
e A
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eid E

ra; 

M
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茉
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P
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h
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岡
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堀
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菜
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L
ew

is C
arroll ’s M

essage in
 A

lice in
 W

on
derlan

d

 

大
久
保
朱
莉

西
洋
史
学
専
攻

古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
女
性
の
様
々
な
権
利
の
制
限
や

そ
の
生
き
方 

中
村　

勇
斗

後
1
世
紀
後
半
か
ら
2
世
紀
の
ロ
ー
マ
帝
国
正
規
執
政
官

―
構
成
と
そ
の
社
会
背
景
― 

茂
山　
　

薫

古
典
期
ア
テ
ナ
イ
社
会
と
新
音
楽
の
展
開 

清
水
昂
太
朗

14
世
紀
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
グ
ラ
ナ
ダ
・
カ
ス
テ
ィ
ー

リ
ャ
関
係 
伊
藤
沙
也
加

国
歌
国
旗
廃
止
案
を
め
ぐ
るIO

C

内
の
運
動
に
つ
い
て

〜
ブ
ラ
ン
デ
ー
ジ
期
を
中
心
と
し
て
〜 

住
田　

英
芳

イ
ラ
ン
に
お
け
る
反
米
意
識
の
形
成

―
第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら
イ
ラ
ン
革
命
― 

大
道　

卓
也

現
代
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
自
治
州
に
お
け
る
独
立
運
動
と
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

―
二
〇
一
〇
年
代
を
中
心
に
― 

平
田　

佳
澄

ジ
ャ
ー
ヒ
リ
ー
ヤ
時
代
に
お
け
る
メ
ッ
カ
と
イ
ス
ラ
ー
ム

の
誕
生 

藤
崎　

詩
織

デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
帝
治
世
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
属

州
化 

藤
澤　

俊
輔

中
世
盛
期
に
お
け
る
城
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
ル 

松
本　

望
実

帝
国
郵
便
の
誕
生
と
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国 

𠮷
野　
　

遥

ジ
ハ
ー
ド
と
は
何
か

―
原
語
圏
と
非
言
語
圏
に
お
け
る
ジ
ハ
ー
ド
の
解
釈
差
異
―

 

橋
詰　

華
奈

西
洋
中
世
に
お
け
る
ド
ラ
ゴ
ン
の
イ
メ
ー
ジ

―
異
形
の
捉
え
方
― 

山
田　

翔
馬

中
世
農
業
革
命
が
荘
園
に
与
え
た
影
響 

中
田　

久
志

紋
章
の
発
生
と
発
展 

大
﨑　

巧
也

パ
ト
ロ
ン
君
主
コ
ジ
モ
1
世
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ

 

川
上　

祥
平

驚
異
の
オ
リ
エ
ン
ト

―
旅
行
記
か
ら
み
る
前
近
代
的
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
―

 

木
島　

諒
太

ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
の
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺

―
ル
ネ
・
ジ
ラ
ー
ル
の
「
身
代
り
の
山
羊
」
理
論
を
手
掛
か

り
に
― 

黒
岩
龍
太
郎

魔
女
と
し
て
の
男
性

―
近
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
中
心
に
― 

田
村　

芽
生

遊
び
か
ら
み
た
中
世
騎
士
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

番
条　

剛
人

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
室
内
装
飾

階
級
意
識
の
観
点
か
ら 

福
島　

萌
花

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
政
治
的
一
体
性

―
近
世
初
期
の
皇
帝
・
等
族
・
対
外
関
係
を
め
ぐ
っ
て
―

 

松
本　

昂
也

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
商
業
と
第
四
回
十
字
軍 

望
月　

雄
太

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
活
字
文
化
の
流
通
と
消
費

―
ミ
ュ
ー
デ
ィ
な
ど
の
貸
本
屋
を
例
に
― 

江
﨑　
　

悠

産
業
革
命
期
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
普
及

と
そ
の
影
響 
有
薗　

太
智

ホ
レ
ー
ス
・
マ
ン
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
公
教
育
の
成
立

 

大
井　

直
生

中
世
後
期
の
女
性
の
働
き
と
権
利 

岡　

優
衣
実

18
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
中
国
観 

小
島　

千
佳

《
ス
ラ
ヴ
叙
事
詩
》
か
ら
見
る
チ
ェ
コ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

 

中
辻　

柚
珠

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
メ
ナ
ジ
ェ
リ
ー
の
盛
衰
を
通
し
て
見
る

動
物
観
に
つ
い
て

―
動
物
研
究
が
も
た
ら
し
た
影
響
― 

松
山　

祐
梨

近
世
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
毛
織
物
産
業

―
そ
の
盛
衰
と
ス
ペ
イ
ン
帝
国
経
済
の
関
係
性

 

山
本　

珠
実

エ
リ
ー
ト
の
反
抗

―
フ
ラ
ン
ス
五
月
危
機
の
事
例
を
通
じ
て
― 

阿
部　

朱
里

な
ぜ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
必
要
と
さ
れ
る
の
か 

久
保
あ
か
ね

死
生
観
の
変
遷
と
社
会 

小
市　

茉
衣

戦
後
ド
イ
ツ
の
ユ
ダ
ヤ
人
か
ら
見
る
現
代
人
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ 

福
田
七
奈
子

現
代
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
は
何
か

―
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
社
会
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
と
の
比
較
―

 

本
間　

淳
基

カ
ナ
ダ
・
ケ
ベ
ッ
ク
州
に
み
る
多
文
化
共
生 

三
原　

奨
平

な
ぜ
、
戦
争
の
民
営
化
は
止
ま
ら
な
い
の
か 

山
田　

真
也

「
過
去
の
克
服
」
と
コ
ソ
ヴ
ォ
紛
争 

山
本　
　

衛

文
化
芸
術
専
攻

グ
リ
ム
兄
弟
と
言
語
学
に
つ
い
て 

波
多
江　

恵

「
〜
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
の
用
法 

朝
倉　

愛
里

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
子
ど
も
た
ち 

石
田
奈
奈
子
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敬
語
、
そ
れ
は
日
本
の
文
化

〜
若
者
の
認
識
と
社
会
を
中
心
に
〜 

岡
島
香
菜
子

隠
喩
か
ら
み
る
文
化 

笠
井
美
智
子

語
用
論
か
ら
み
る
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー 

門　
　

実
咲

和
製
英
語
と
英
語
の
混
同
使
用 

田
中　

祐
衣

「
言
葉
の
乱
れ
」
か
ら
見
る
言
葉
の
変
化

〜
ら
抜
き
言
葉
は
正
し
い
日
本
語
に
な
り
う
る
か
〜

 

寺
田
奈
司
実

色
彩
語
か
ら
見
る
文
化
の
違
い 

南
部　

紫
保

歌
詞 

西
川　

浩
平

動
機
付
け
と
自
己
効
力
感
が
日
本
人
大
学
生
の
英
語
学
習

に
及
ぼ
す
影
響 
野
々
垣
桃
子

美
し
い
日
本
語
と
若
者
言
葉 

長
谷
川　

遼

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
接
客
用
語 

檜
谷　

汐
里

接
触
行
動
が
人
に
与
え
る
影
響 

松
尾　

圭
祐

円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス

 

松
本　

玲
奈

「
よ
ろ
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
」
は
よ
ろ
し
い
か

 

森
澤　

奈
緒

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
現
代
社
会
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
所
在
と
現
状

―
社
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
場
と
し
て
の
「
パ
ブ
」
を
中

心
と
し
た
考
察
― 

太
田
絵
美
子

主
観
的
派
遣
労
働 

國
屋　

知
暉

ま
ち
に
溢
れ
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ 

小
林　

大
智

色
彩
と
心
理 

島
上　

千
佳

「
ラ
グ
ビ
ー
界
の
今
後
」、
他
競
技
か
ら
学
ぶ
新
た
な
改
革

提
案 

谷　
　

直
樹

現
代
日
本
の
書
籍
装
丁
の
作
家
と
作
品 

戸
井
田
夏
音

銭
湯
の
実
状
と
課
題

―
京
都
市
内
の
銭
湯
を
事
例
に
― 

長
屋　

敬
太

島
国
日
本
に
お
け
る
国
境
問
題 

八
村　

弦
也

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
キ
ュ
ー
バ
系
移
民
と
メ
キ
シ

コ
系
移
民
の
差
異
と
変
容 

水
野　

悠
太

17
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
に
お
け
る
理
想
と
教
訓

 

梶
本　

珠
里

絵
画
に
見
る
少
女
の
姿　

世
紀
末
芸
術
の
視
点
か
ら

 

神
村　

茉
里

未
来
は
廃
墟
と
な
っ
た
の
か　

大
阪
万
博
の
夢
と
虚
ろ

 

菊
池
ま
ど
か

絵
画
と
修
復 

木
南
有
加
利

「
黒
」
が
果
た
し
た
役
割 

﨑
田　

亮
祐

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
に
み
る
思
想 

中
島　

璃
江

儀
式
か
ら
演
劇
へ 

成
田
早
穂
子

征
服
さ
れ
る
空
間 

榛
原
ゆ
り
か

近
代
絵
画
に
お
け
る
色
彩
と
「
気
分
」　

ゲ
ー
テ
を
出
発

点
と
し
て 

平
田
冬
萌
子

瀬
戸
内
の
島
の
ア
ー
ト 

松
浦　

茉
南

『
朝
妝
』
か
ら
見
る
女
性
表
象 

松
本　

春
菜

襲
撃
す
る
モ
ー
ド 

川
邊　

俊
明

西
洋
・
中
世
に
お
け
る
宗
教
絵
画 

森
口
明
日
香

評
価
さ
れ
る
女
た
ち 

加
藤
優
衣
子

ガ
ー
ゴ
イ
ル
の
意
匠
と
そ
の
モ
チ
ー
フ

〜
バ
ル
セ
ロ
ナ
大
聖
堂
の
ゾ
ウ
型
ガ
ー
ゴ
イ
ル
か
ら
の
考
察
〜

 

井
上　

愛
奈

ア
ー
ト
か
ら
都
市
を
考
え
る

―
大
阪
・
中
之
島
エ
リ
ア
― 

山　

晶
子

刀
剣
の
思
想
と
そ
の
役
割 

金
信
智
惠
子

芸
術
の
中
の
動
物
と
そ
の
イ
メ
ー
ジ 

笹
田　

尚
吾

海
外
芸
術
に
お
け
る
日
本
芸
術
の
影
響
に
つ
い
て

 

塚
本　

梨
花

刺
青
文
化
の
考
察 

灘　
　

悠
太

戦
争
で
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
お
け
る
芸
術 

向
井　

俊
介

マ
ン
ガ
と
映
画
の
表
現
技
法
に
つ
い
て 

矢
野　

優
希

明
治
時
代
以
降
の
美
人

―
百
貨
店
と
メ
デ
ィ
ア
を
中
心
に
考
え
る
― 

山
本
香
菜
子

日
本
絵
画
の
身
体
描
写
に
つ
い
て

―
趣
意
と
技
法
の
変
遷
― 

吉
村　

彩
乃

絵
本
『
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
さ
が
し
に
』
の
魅
力
分
析

 

若
狹　

あ
や

現
代
に
お
け
る
民
藝
の
可
能
性 

O
H

 Jiyeon

日
本
マ
ン
ガ
と
韓
国
マ
ン
ガ
の
比
較
と
分
析 

Y
U

N
 In

a

ド
ー
ピ
ン
グ
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て 

青
木　

秀
都

ス
ペ
イ
ン
民
族
問
題
と
独
立
の
可
能
性 

上
山　

慶
輔

愛
国
心
と
象
徴
天
皇
制 

熊
谷　

征
幸

Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
共
に
生
き
る
、
と
は

―
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
そ
れ
で
も
運
命
に
イ
エ
ス
と

い
う
」
か
ら
考
え
る
― 

小
宮
山　

優

19
世
紀
以
降
の
近
現
代
建
築
様
式
、
特
に
ア
ー
ル
ヌ
ー

ヴ
ォ
ー
様
式
を
扱
い
、
現
代
の
様
式
の
問
題
点
や
課
題

に
つ
い
て
論
じ
る 

齋
藤　

夏
子

国
連
安
全
保
障
理
事
会
の
構
成
と
問
題 

竹
内　

信
実
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漫
才
か
ら
読
み
取
る
〝
関
西
〞
と
〝
関
東
〞
の
笑
い
の
違
い

 

宮
崎　

隆
士

動
物
保
護
の
意
義
に
つ
い
て 

森　
　

美
佐

海
外
に
お
け
る
日
本
人
宿
が
果
た
す
役
割
と
そ
の
将
来
性

 

井
口
美
沙
季

日
本
と
禁
煙
先
進
国
に
お
け
る
ス
モ
ー
ク
フ
リ
ー
社
会
へ

の
取
り
組
み
と
課
題 

山
下　

修
平

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
食
の
変
遷
と
問
題 

山
内　

秀
介

世
界
中
を
魅
了
し
た
吸
血
鬼
た
ち 

若
麻
績
貴
子

少
女
漫
画
か
ら
見
る
性
別
観
の
変
化 

秋
山
美
奈
子

小
学
校
校
舎
に
お
け
る
防
犯
対
策
の
変
化 
入
江　

華
奈

猫
を
中
心
に
見
る
宮
沢
賢
治
作
品
と
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話

の
関
連 

大
田
依
於
里

サ
ン
プ
リ
ン
グ
か
ら
考
察
す
る
法
と
模
倣 

角
間　

圭
亮

ヒ
ロ
イ
ン
の
瞳

―
ジ
ブ
リ
の
ヒ
ロ
イ
ン
は
美
少
女
で
あ
る
か
―

 

志
村　

彩
香

韓
国
文
化
政
策
と
し
て
の
韓
流 

坪
内
由
比
子

金
城
一
紀
『
Ｇ
Ｏ
』
か
ら
考
え
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

に
つ
い
て 

中
井　

里
映

シ
ャ
ネ
ル

―
19
世
紀
か
ら
20
世
紀
女
性
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
革
命
を
与
え

た
女
― 

西
村
友
梨
子

天
使
の
イ
メ
ー
ジ

―
日
本
に
お
け
る
天
使
と
は
― 

眞
木
花
菜
子

擬
人
化
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
な
ぜ
流
行
っ
た
の
か

 

諸
藤　

美
雪

イ
ギ
リ
ス
か
ら
見
る
日
本
の
監
視
社
会
の
未
来

 

山
口
真
利
佳

日
本
野
球
と
ア
メ
リ
カ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
の
比
較
論

〜
日
本
野
球
は
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
を
越
え
ら
れ
る
の
か
〜

 

井
口　

泰
地

『
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
』
シ
リ
ー
ズ
が
大
衆
か
ら

の
人
気
を
博
し
た
要
因
に
つ
い
て 

塩
浦　
　

梓

懲
罰
と
し
て
の
身
体
加
工 

松
本
あ
か
り

国
際
移
動
す
る
女
性
に
対
す
る
意
識
の
変
遷 

赤
堀　

千
夏

ス
ポ
ー
ツ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー 

井
塚　

朱
音

地
方
の
博
物
館

―
戦
前
郷
土
博
物
館
と
現
在
の
地
域
博
物
館
の
比
較
―

 

伊
藤　

隼
汰

温
泉
起
源
神
話
と
動
物 

島
田
め
ぐ
み

近
代
西
洋
絵
画
に
お
け
る
女
性
表
象
の
変
化 

田
邊　

大
也

日
本
に
お
け
る
台
湾
の
言
語
学
習
の
困
難
さ
に
つ
い
て

 

段
林　

秋
音

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
が
提
案
す
る
女
性
ら
し
さ
の
変
遷

 

中
川　

遥
香

『8M
ile

』
の
世
界 

山
本
梨
恵
子

シ
ェ
イ
ク
・
ス
ピ
ア
作
品
か
ら
見
る
英
米
国
の
社
会
事
情

 

高
井　

士
朗

ゴ
ジ
ラ
は
な
ぜ
日
本
人
の
心
を
掴
む
の
か 

矢
野　

明
登

絵
本
に
見
え
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
の
変
容

―
戦
後
か
ら
現
代
に
か
け
て
― 
小
川　

璃
子

母
子
家
庭
か
ら
見
る
女
性
の
貧
困 
河
合　

未
来

ラ
ッ
プ
バ
ト
ル
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

〜
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
界
に
お
け
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
殺
傷
事
件
に

つ
い
て
〜 

小
谷　

ミ
ミ

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
と
人
種
問
題 

斎
藤　

伊
世

人
の
ク
ル
マ
イ
メ
ー
ジ 

澤
村
麻
里
奈

繰
り
返
さ
れ
る
ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ

〜
「
新
し
い
」
を
乗
り
越
え
て
聞
か
れ
る
歌
〜 

杉
尾　

彩
水

日
本
の
音
楽
専
門
教
育
と
学
校
制
度 

寺
内　

久
貴

「
オ
タ
ク
」
た
ち
が
聖
域
化
す
る
も
の 

奈
木
野　

暉

フ
ラ
メ
ン
コ
需
要
の
多
様
性 

林　

夕
里
加

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
黒
人
音
楽
と
シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

〜
ド
リ
ー
ム
ガ
ー
ル
ズ
か
ら
〜 

三
井　

真
衣

ゲ
ー
ム
音
楽
と
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
」
の
こ
れ
か
ら

 

山
下　

優
美

メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
を
強
化
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
は

 

𠮷
田　

朱
花

大
衆
音
楽
統
制
の
政
治
倫
理
的
解
釈

―
韓
国
の
朴
政
権
を
中
心
に 

魯　
　

成
恩

ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
サ
ロ
ン
批
評

〜
現
代
性
の
現
実
と
幻
想
〜 

友
谷　

朝
子

日
系
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
人
と
盆
踊
り
：
最
新
の
状
況
を
ふ
ま

え
て 

井
上
み
ほ
奈

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
歴
史

〜
教
会
建
築
に
お
け
る
変
遷
〜 

西
原
穂
の
香

19
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
女
性
美

―
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
バ
レ
エ
と
ダ
ン
サ
ー
を
例
に

 

服
部　

美
夏
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フ
ラ
ン
ス
文
学
に
み
る
恋
愛
観

―
女
性
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て 

細
貝　

佳
南

ラ
フ
ァ
エ
ロ
絵
画
の
変
遷

―
聖
母
子
像
と
女
性
肖
像
画
を
中
心
に 

松
下
眞
彩
子

P
izza

三
様

―
ナ
ポ
リ
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本 

松
宮
み
の
り

地
理
学
専
攻

京
都
南
部
・
旧
巨
椋
池
に
お
け
る
洪
水
被
害
の
変
遷

 
田
中　

勝
也

新
潟
県
に
お
け
る
気
分
障
害
有
病
率
の
地
域
差
と
そ
の
要
因

 

岩
崎　

佳
澄

八
尾
市
心
合
寺
山
古
墳
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
古
環
境
の

復
原 

岩
本　

知
香

防
災
マ
ッ
プ
が
与
え
る
地
域
住
民
の
防
災
意
識
へ
の
影
響

―
大
分
県
竹
田
市
を
事
例
と
し
て
― 

大
久
保
郁
美

兵
庫
県
南
部
地
震
被
災
地
域
に
お
け
る
防
災
教
育
の
取
組

と
そ
の
有
効
性

―
兵
庫
県
宝
塚
市
を
事
例
と
し
て
― 

田
住　
　

祐

温
泉
地
の
形
成
と
近
年
に
お
け
る
地
域
の
変
化

―
道
後
温
泉
を
事
例
に
し
て
― 

束
村　

佑
季

門
前
町
集
落
の
形
成
と
そ
の
変
容

―
内
宮
お
は
ら
い
町
を
事
例
と
し
て
― 

西　
　

佑
実

京
都
府
宇
治
市
に
お
け
る
地
域
別
に
見
た
防
災
意
識
の
地

域
的
差
異 

西
村　

美
紀

道
の
駅
の
立
地
と
利
用
者
の
特
徴

―
生
涯
学
習
施
設
・
道
の
駅 「
ガ
レ
リ
ア
・
か
め
お
か
」
を

事
例
に
し
て
― 

藤
田　

裕
佳

旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
か
ら
み
た
都
市
観
光
地
の
変
遷

 

西
野　

翔
哉

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
利
用
し
た
地
域
活
性
化
の
取
り

組
み

―
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
串
本
町
を
事
例
に
― 

松
下　

英
寛

京
都
市
に
お
け
る
人
口
移
動
の
動
向
と
特
徴 

松
尾　

亮
志

ス
ラ
ム
地
域
を
含
む
都
市
内
部
で
の
貧
困
格
差
の
分
析

―
ジ
ャ
マ
イ
カ
・
キ
ン
グ
ス
ト
ン
を
事
例
と
し
て
―

 

谷
本　
　

敦

主
成
分
分
析
に
よ
る
青
森
県
の
過
疎
類
型 

孫
子　

諒
平

都
市
構
造
と
市
民
の
身
体
活
動
及
び
健
康
と
の
関
わ
り　

カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
と
兵
庫
県
神
戸
市
を
比
較
し

て 

池
上　

尭
宏

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
が
与
え
る
他
施
設
へ
の
外
部
効
果

―
大
阪
府
・
兵
庫
県
・
滋
賀
県
に
立
地
す
る
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

モ
ー
ル
を
対
象
と
し
て
― 

上
田
万
優
子

地
方
都
市
に
お
け
る
定
住
化
の
促
進
と
そ
の
課
題
に
つ
い
て

―
兵
庫
県
丹
波
市
を
対
象
と
し
て
― 

大
橋　

幸
穂

淡
路
島
に
お
け
る
た
め
池
を
利
用
し
た
太
陽
光
発
電
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
に
関
す
る
研
究 

片
山　

雅
裕

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
お
け
る
津
波
に
よ
る
病
院
の
浸
水
リ

ス
ク
と
立
地
分
析

―
和
歌
山
医
療
圏
を
対
象
に
― 
下
村　

尚
哉

航
空
の
自
由
化
以
降
の
国
内
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
変
容

―
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
台
頭
に
着
目
し
て
― 

西
村　

啓
太

近
年
の
京
都
市
に
お
け
る
新
形
態
の
古
書
店
の
出
現
と
古

書
店
集
積
の
変
容 

蜂
屋
ゆ
き
の

高
槻
市
に
お
け
る
中
心
商
店
街
の
変
容

―
業
種
別
店
舗
構
成
に
着
目
し
て
― 

細
木
よ
し
恵

嵐
山
に
お
け
る
渡
月
橋
の
役
割
に
つ
い
て

―
景
観
の
特
性
と
観
光
地
と
し
て
の
発
展
― 

中
村
友
理
香

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
お
け
る
災
害
対
策
の
現
状
と
課
題
の

研
究

―
和
歌
山
県
白
浜
町
を
対
象
と
し
て
― 

林　
　

雅
浩

空
き
家
を
活
用
し
た
ま
ち
お
こ
し
の
課
題

〜
大
阪
市
城
東
区
蒲
生
四
丁
目
を
事
例
に
〜 

井
上　

千
沙

清
酒
産
業
の
可
能
性

―
伏
見
と
灘
五
郷
の
比
較
を
通
し
て
― 

今
井　

彩
那

地
理
総
合
必
修
化
に
伴
う
理
想
的
地
理
教
育
の
提
案

 

柴
田　
　

耕

春
日
井
市
に
お
け
る
住
宅
地
と
水
害
に
つ
い
て
の
考
察

 

安
井　

郁
佳

歴
史
的
な
町
並
み
の
保
存
と
活
用

―
貝
塚
寺
内
町
を
事
例
と
し
て
― 

山
本
将
太
郎

外
国
人
観
光
客
の
滞
在
型
観
光
の
促
進
に
関
す
る
考
察

―
岐
阜
県
高
山
市
を
事
例
に
― 

小
池　

花
子

大
型
Ｓ
Ｃ
立
地
が
地
方
都
市
に
与
え
る
影
響

〜
山
形
県
天
童
市
を
事
例
に
〜 

髙
橋　

健
太

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
効
果
と
課
題

―
京
都
府
亀
岡
市
を
事
例
に
― 

池
本　

茉
結

京
都
市
中
心
部
に
お
け
る
学
習
塾
の
立
地 

岩
本　
　

賢

大
阪
市
の
都
心
6
区
に
お
け
る
人
口
回
帰
現
象

―
女
性
の
居
住
分
布
に
着
目
し
て
― 

小
西　

健
人
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新
潟
市
中
心
部
に
お
け
る
都
市
構
造
の
変
容
に
関
す
る
考
察

―
業
種
別
事
業
所
立
地
に
着
目
し
て
― 

齋
藤　

義
広

都
心
部
に
お
け
る
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
立
地
と
テ
ナ
ン

ト
の
特
性

―
大
阪
市
都
心
３
区
を
事
例
と
し
て
― 

柴
田　

聖
奈

農
業
の
六
次
産
業
化
に
よ
る
地
域
振
興
の
可
能
性

―
熊
本
県
菊
池
市
を
事
例
に
し
て
― 

冨
重　

真
帆

京
都
市
中
京
区
に
お
け
る
小
規
模
保
育
施
設
の
役
割

 

長
島　

彩
紗

地
場
産
業
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と
地
域
活
性
化
に
関
す
る
考
察

―
兵
庫
県
豊
岡
市
「
豊
岡
鞄
」
を
事
例
に
し
て
―

 
長
久　

満
也

農
業
の
法
人
経
営
が
抱
え
る
課
題
の
実
態

―
福
井
県
福
井
市
黒
丸
町
「
株
式
会
社
ア
ジ
チ
フ
ァ
ー
ム
」

を
事
例
に
― 

宮
永　
　

遥

Ｕ
Ｒ
団
地
の
全
面
建
て
替
え
に
伴
う
高
齢
者
の
社
会
関
係

の
変
化

〜
浜
甲
子
園
団
地
を
事
例
に
〜 

岩
田　

裕
生

京
町
家
飲
食
店
の
現
状
と
課
題

―
京
都
市
田
の
字
地
区
内
を
事
例
と
し
て
―

 

岩
崎　

絵
理

有
権
者
の
社
会
属
性
が
投
票
傾
向
に
与
え
る
影
響

―
二
〇
一
六
年
台
湾
総
選
挙
を
対
象
に
―

 
Y

U
 S

on
glin

距
離
尺
度
の
差
異
に
よ
る
近
畿
大
都
市
圏
の
人
口
分
布
へ

の
影
響 

江
原　

智
仁

近
代
京
都
に
お
け
る
鉄
道
と
名
所
変
化

―
新
出
案
内
記
「
京
都
鉄
道
名
勝
案
内
」
を
中
心
に
―

 

印
牧　

真
明

京
町
家
を
利
用
し
た
宿
泊
施
設
に
関
す
る
研
究

 

木
田
奈
央
子

京
都
市
に
お
け
る
認
知
空
間
の
個
人
差
に
関
す
る
研
究

 

竹
田
ゆ
み
え

地
方
に
お
け
る
公
共
交
通
の
現
状
と
課
題

│
京
都
府
南
丹
市
を
事
例
と
し
て
│ 

藤
河　

昌
広

東
京
大
都
市
圏
外
縁
地
域
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域

の
変
容

―
山
梨
県
上
野
原
市
コ
モ
ア
し
お
つ
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
を

事
例
に
― 

裵　
　

潤
哲

京
都
に
お
け
る
都
市
空
間
の
変
容
に
関
す
る
研
究

 

南　
　

裕
太

パ
リ
市
に
お
け
る
外
国
人
の
居
住
特
性
と
そ
の
変
遷

 

和
田
瑠
璃
子

「
聖
地
巡
礼
」
を
契
機
と
し
た
ま
ち
お
こ
し
に
お
け
る
成

功
要
因
の
地
域
限
定
性

〜
成
否
を
決
め
る
新
た
な
視
点
の
導
入
〜 

上
松　

敬
弘

花
折
断
層
帯
に
お
け
る
大
規
模
斜
面
崩
壊
と
河
道
閉
塞
史

 

太
田　

義
将

新
潟
県
糸
魚
川
市
に
お
け
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
出
没
の
要
因

に
つ
い
て
の
考
察 

佐
藤　

真
理

地
方
都
市
の
観
光
発
展
戦
略

―
宮
城
県
栗
原
市
を
事
例
と
し
て
― 
曽
根　
　

基

江
戸
時
代
以
降
の
大
阪
に
お
け
る
舞
台
芸
術
劇
場
の
社
会

的
役
割
と
立
地
周
辺
環
境
と
の
関
係 

中
原　

咲
紀

な
ら
ま
ち
の
町
家
を
取
り
巻
く
現
状
と
今
後
の
可
能
性

 

七
澤　
　

舞

京
都
府
南
丹
市
美
山
町
に
お
け
る
観
光
施
策
と
Ｉ
タ
ー
ン

者
が
及
ぼ
す
影
響 

山
﨑　

里
奈

地
域
観
光
学
専
攻

宇
治
市
に
お
け
る
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
地
理

学
的
研
究 

中
大
路　

遥

岡
山
市
に
お
け
る
フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山
の
影
響
力

 

筒
井　

亮
磨

地
方
公
共
交
通
の
観
光
振
興
に
よ
る
路
線
・
沿
線
の
活
性

化
に
つ
い
て

―
京
都
丹
後
鉄
道
の
事
例
― 

山
田　

陽
太

外
国
人
の
京
都
観
光
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
研
究

―
外
国
人
と
日
本
人
を
対
象
と
し
て
― 

有
元　

拓
磨

大
阪
府
岸
和
田
市
の
観
光
に
関
す
る
考
察

―
だ
ん
じ
り
祭
に
注
目
し
て
― 

池
田　

清
人

京
都
観
光
に
お
け
る
嵯
峨
嵐
山
地
域

〜
都
市
法
に
注
目
し
て
〜 

今
井　

拳
也

京
都
市
・
嵐
山
温
泉
に
お
け
る
観
光
の
現
状
と
問
題
点

〜
神
戸
市
・
有
馬
温
泉
と
比
較
し
て
〜 

武
内　

直
崇

能
登
空
港
と
地
域
活
性
化 

谷
口　

由
華

地
方
の
地
域
振
興
と
観
光

―
兵
庫
県
豊
岡
市
を
事
例
に
― 

仁
木　

尚
美

大
都
市
圏
周
辺
の
農
山
村
地
域
に
お
け
る
観
光
開
発 

―
宇
陀
市
を
事
例
に
― 

福
田　

彩
菜
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過
疎
化
・
高
齢
化
地
域
に
お
け
る
地
域
再
生
活
動

〜
徳
島
県
上
勝
町
の
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
を
事
例
に
〜

 

山
本　
　

悠

奈
良
市
の
観
光
開
発
に
つ
い
て

―
な
ら
ま
ち
を
事
例
に
― 

横
山　

健
一

京
都
府
相
楽
郡
精
華
町
に
お
け
る
イ
チ
ゴ
観
光
農
園
の
特
徴

 

大
脇　

夏
海

温
泉
地
に
お
け
る
復
興

―
有
馬
温
泉
を
事
例
と
し
て
― 

河
野　
　

嵩

地
元
資
本
に
よ
る
ス
キ
ー
場
開
発
と
民
宿
立
地
の
変
化 

―
滋
賀
県
米
原
市
甲
津
原
と
奥
伊
吹
ス
キ
ー
場
を
事
例
と
し

て
― 
小
室　
　

岳

都
市
祭
礼
の
再
編
に
お
け
る
地
域
組
織
の
役
割

―
大
阪
市
「
い
く
た
ま
夏
祭
り
」
を
事
例
と
し
て
―

 

阪
上
さ
ら
さ

土
産
物
の
成
立
と
展
開

―
広
島
県
銘
菓
「
も
み
じ
饅
頭
」
を
事
例
と
し
て
―

 

坂
本　

春
菜

韓
国
系
エ
ス
ニ
ッ
ク
ビ
ジ
ネ
ス
の
変
容

〜
大
阪
市
桃
谷
御
幸
通
商
店
街
を
事
例
と
し
て
〜

 

中
嶋　

桜
子

よ
さ
こ
い
祭
り
に
お
け
る
運
営
組
織
の
役
割

―
兵
庫
県
加
古
川
市
の
踊
っ
こ
ま
つ
り
を
事
例
に
―

 

森　
　

秀
登

地
域
振
興
に
お
け
る
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割

―
伊
根
町
本
庄
を
事
例
と
し
て
― 

山
下　

誠
太

観
光
都
市
・
京
都
の
挑
戦
さ
ら
な
る
国
際
化
に
向
け
て

 

木
瀬
し
お
り

国
道
１
６
２
号
線
周
山
街
道
に
お
け
る
ロ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム

 

廣
川　

樹
央

観
光
列
車
に
お
け
る
移
動
空
間
で
の
経
験
と
地
域
と
の
つ

な
が
り
に
つ
い
て
の
考
察

―
京
都
丹
後
鉄
道
「
く
ろ
ま
つ
号
」
を
事
例
と
し
て
―

 

小
練　

拓
磨

日
本
に
お
け
る
動
物
園
の
現
状
と
観
光
施
設
と
し
て
の
可

能
性

―
大
阪
天
王
寺
動
物
園
を
事
例
と
し
て
― 

塩
入
谷
雪
乃

ア
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
課
題

―
香
川
県
直
島
を
事
例
に
― 

城
野　

美
和

京
都
府
伊
根
町
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
事
例
と
し
て 

中
村　

美
咲

コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
用
い
た
地
域
活
性
化
の
可
能

性
の
考
察 

濵
島　

夏
実

山
形
県
東
根
市
に
お
け
る
さ
く
ら
ん
ぼ
生
産
を
活
用
し
た

地
域
振
興
の
展
開 

青
木　
　

優

地
域
文
化
を
伝
え
る
食

―
八
ッ
橋
を
事
例
に
― 

有
本
ひ
か
り

温
泉
地
の
観
光
の
取
り
組
み
と
変
遷

―
滋
賀
県
大
津
市
雄
琴
温
泉
を
事
例
に
― 

牛
尾　

愛
実

京
都
市
内
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

 

岡
野　

優
彩

文
学
作
品
か
ら
み
た
京
都
の
「
場
所
イ
メ
ー
ジ
」

―
森
見
登
美
彦
『
夜
は
短
し
歩
け
よ
乙
女
』
を
事
例
と
し
て
―

 
栁　
　

好
芽

「
よ
さ
こ
い
系
」
祭
り
に
お
け
る
運
営
組
織
の
構
造
と
機
能

―
京
都
さ
く
ら
よ
さ
こ
い
を
事
例
に
― 

久
祢
田
紀
久

上
七
軒
に
み
る
京
の
花
街 

竹
田　

侑
未

ハ
ワ
イ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性

 

田
中　

結
実

観
光
産
業
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ

パ
ン
の
展
開 

中
野
由
莉
子

メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
と
地
域
活
性
化

―
愛
媛
県
松
山
市
を
事
例
に
― 

二
宮　

理
子

京
都
・
伏
見
に
お
け
る
酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考
察

 

畑　
　

衿
奈

愛
媛
県
南
予
地
域
の
活
性
化

―
成
功
し
た
観
光
地
と
の
比
較
― 

藤
畠　

晴
香

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
つ
い
て
、
大
阪
市
・
京
都
市
の
事

例
か
ら 

森
田　

和
暉

フ
ィ
ル
ム
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

―
千
葉
県
木
更
津
市
を
事
例
に
― 

猪
田
し
お
り

ア
ニ
メ
聖
地
化
に
お
け
る
寺
社
の
立
場
と
「
祈
り
の
対
象

の
ズ
レ
」
に
関
す
る
考
察

―
壬
生
寺
と
伏
見
稲
荷
大
社
を
事
例
に
― 

岩
﨑　

愛
海

地
域
住
民
と
遊
園
地
に
関
す
る
考
察

―
ひ
ら
か
た
パ
ー
ク
を
事
例
と
し
て
― 

蒲
地　

加
苗

サ
ツ
キ
と
メ
イ
の
家

―
変
化
す
る
観
光
目
的
― 

近
藤　

大
樹

京
都
に
お
け
る
和
装
体
験
観
光
を
め
ぐ
る
考
察

―
東
山
区
清
水
寺
界
隈
の
レ
ン
タ
ル
着
物
店
を
中
心
に
―

 

杉
林　

祐
希

ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
に
よ
る
地
域
活
性
化
と
持
続
性
に
関
す

る
考
察

―
鳥
取
県
岩
美
郡
岩
美
町
を
事
例
と
し
て
― 

西
崎　

遼
平
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韓
流
現
象
に
伴
う
日
本
人
の
観
光
行
動
と
心
理

―
韓
流
に
関
心
を
持
つ
日
本
人
の
若
者
を
対
象
に
―

 

堀
内　

菜
央

外
国
人
観
光
客
が
利
用
す
る
観
光
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
考
察

 

山
中
翔
太
郎

ハ
ワ
イ
に
お
け
る
観
光
の
現
状 

山
谷　
　

唯

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
と
観
光
の
か
か
わ
り

―
韓
流
現
象
を
中
心
と
し
た
考
察
― 

吉
原　

奏
美

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
地
域
の
つ
な
が
り

―
箱
根
駅
伝
と
箱
根
町
を
事
例
に
― 

渡
井　

沙
稀

京
都
学
専
攻

デ
ビ
ッ
ト
・
ゾ
ペ
テ
ィ
『
い
ち
げ
ん
さ
ん
』
論

 

大
槻
千
奈
実

宇
治
十
帖
古
蹟
に
表
れ
た
『
源
氏
物
語
』
享
受

 

小
川　

杏
子

伏
見
酒
の
歴
史
と
現
在 

樫
原　
　

淳

舞
妓
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

〜
映
画
舞
妓
は
レ
デ
ィ
か
ら
〜 

菊
池　

一
斗

村
上
春
樹
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
か
ら
見
る
京
都

 

新
谷　

衣
梨

京
都
を
主
題
と
し
た
洋
楽
に
つ
い
て 

鈴
木　

一
輝

「
京
都
」
か
ら
読
む
森
鷗
外
『
高
瀬
舟
』 

須
田
あ
さ
ひ

水
上
勉　
『
金
閣
炎
上
』
論 

村
田　

京
香

元
禄
期
に
お
け
る
京
都
像
に
つ
い
て 

村
松　

和
樹

天
龍
寺
か
ら
み
る
禅
宗
文
化

―
伽
藍
・
曹
源
池
庭
園
と
夢
窓
疎
石
を
中
心
に
―

 

山
本　

悠
樹

林
真
理
子
「
京
都
ま
で
」
論 

渡
邊　

咲
耶

現
代
の
八
瀬
童
子 

西
祖　

健
志

京
都
に
お
け
る
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ 

井
澤
奈
々
美

人
々
に
と
っ
て
の
島
原
遊
郭
の
位
置
づ
け 

太
田　

絢
子

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
変
遷

―
在
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
人　

森
本
喜
久
男
氏
を
例
に
し
て
―

 

小
林　

利
起

藤
森
神
社
の
未
来
像

―
変
わ
り
ゆ
く
時
代
に
と
も
な
う
神
社
の
戦
略
―

 

岡
田　

美
帆

御
土
居
を
め
ぐ
る
新
し
い
観
光
モ
デ
ル
に
つ
い
て

 

村
武　

慎
平

夷
川
通
の
形
成
過
程
に
関
す
る
考
察 

池
田　
　

栞

田
の
字
地
区
に
お
け
る
京
町
家
の
再
生
と
活
用
の
促
進
に

関
す
る
研
究 

岩
田　

奈
津

京
都
に
お
け
る
花
街
の
歴
史
と
地
理
的
変
化

〜
上
七
軒
を
中
心
に
〜 

大
平　

尚
樹

広
告
に
よ
る
「
京
都
」
と
い
う
概
念
の
形
成

―
メ
デ
ィ
ア
が
と
ら
え
る
「
京
都
」
イ
メ
ー
ジ
―

 

澤　
　

広
大

右
京
区
嵯
峨
鳥
居
本
に
お
け
る
「
伝
建
地
区
」
と
集
落
景

観
の
研
究 
辻
之
内
崇
文

地
域
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
過
程
に
つ
い
て

―
京
都
市
岡
崎
を
事
例
に
挙
げ
て
― 

中
島　
　

悠

千
本
商
店
街
と
周
辺
地
域
に
お
け
る
土
地
利
用
の
変
化

 

中
野　

裕
子

宇
治
市
に
お
け
る
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
に
よ
る
観
光
地
活
性

化
に
関
す
る
研
究

―
ア
ニ
メ
作
品
「
響
け
！
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
」
を
事
例
に
―

 

安
川
奈
津
穂

嵐
山
に
お
け
る
観
光
地
の
変
化

―
渡
月
橋
周
辺
を
中
心
に
― 

W
I H

eew
on

お
そ
れ
と
は
何
か

―
怨
霊
を
例
に
考
え
る
― 

小
野
寺
美
香

和
楽
器
の
学
校
教
育
の
現
状
と
課
題 

鈴
木　

万
理

八
ツ
橋
か
ら
見
た
京
都 

中
尾　

莉
菜

京
都
花
街
・
芸
妓
の
近
代
祭
礼
へ
の
関
わ
り
：
染
織
祭
を

事
例
に 

長
﨑　

詔
子

上
賀
茂
地
域
と
住
人
と
の
関
係
性
の
変
遷 

藤
井　

研
輔

京
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
お
け
る
京
都
イ
メ
ー
ジ
の
単
純
化

 

近
藤　

香
代

言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻

S
ocial N

etw
orks an

d Iden
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h
an
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earn
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 du
rin

g T
h
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broad 
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h
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ffective E
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rocess 

W
ritin
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大
口　

理
加

M
eth
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D
ictation

 

尾
崎
智
奈
美
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istory an

d T
w

o 

M
in

ority P
layers, W

ataru
 M

isaka an
d E

arl 

L
loyd 

山
田　

和
幸

E
stablish

m
en

t of D
iplom

atic R
elation

s betw
een

 

th
e U

n
ited S

tates of A
m

erica an
d th

e 

P
eople ’s R

epu
blic of C

h
in

a du
rin

g th
e 1970s

 
K

O
N

G
 S

h
en

glu

T
h

e P
ersecu

tion
 of W

itch
es in

 th
e M

iddle A
ges

 

岩
田　
　

涼

A
ctive C

ity &
 A

ttractive T
ow

n
~C

om
parative 

S
tu

dies in
 C

om
m

u
n

ity D
evelopm

en
t of 

P
ortlan

d an
d K

am
iyam

a

市
民
活
動
が
活
発
な
街

と
人
を
惹
き
つ
け
る
町

〜
地
域
活
性
化
に
関
す
る
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
と
神
山
町
の
比
較

研
究
〜 

松
本　

一
春
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B
ob D

ylan
’s V

iew
 of Ju

stice 

寺
園　
　

尚

A
 S

tu
dy of M

ary S
h

elley ’s F
ran

ken
stein

 

内
藤　
　

葵

A
 stu

dy of M
argaret M

itch
ell ’s G

on
e w

ith
 th

e 

W
in

d 

仲
野　

英
生

U
n

dergrou
n

d W
orld in

 Irish
 F

olktales 

馬
場　
　

和

L
afcadio H

earn
 an

d th
e E

du
cation

 in
 Japan

 

山
本　
　

陽

A
 S

tu
dy of B

eatrix P
otter, T

h
e C

om
plete T

ales

 

横
手　

柚
乃

U
n

dergrou
n

d R
ailroad an

d th
e C

on
du

ctor 

H
arriet T

u
bm

an
 

成
宮　

詩
歌

R
acial D

iscrim
in

ation
 again

st B
lacks: a 

C
om

parative S
tu

dy on
 P

olice B
ru

tality in
 th

e 

U
n

ited S
tates 

石
田　

美
野

A
 H

idden
 D

iscrim
in

ation
 an

d Its C
h

an
ge in

 th
e 

“S
tar W

ars ” M
ovies 

瓜
生　

雅
治

Jackie R
obin

son
’s In

flu
en

ce on
 A

m
erican

 

B
aseball 

大
井　

遥
子

T
h

e C
u

rren
t of th

e P
rison

 In
du

strial C
om

plex 

in
 th

e U
n

ited S
tates 

関
川　

佳
穂

T
h

e S
alem

 W
itch

 T
rials:D

iscrim
in

ation
 again

st 

M
ale W

itch
es 

嶽
山　
　

絢

T
h

e C
h

an
gin

g R
ecogn

ition
 tow

ard S
am

e-S
ex 

M
arriage an

d th
e D

iversification
 of th

e 

Fam
ily Im

age S
een

 in
 P

ictu
re B

ooks

 

中
道　
　

彩

T
h

e Im
ages of B

lack C
h

aracters in
 D

isn
ey 

F
ilm

s 

棗
田　

美
咲

F
em

in
ism

 in
 th

e 2010s: T
h

e G
irls W

h
o W

ere 

A
ffected by R

iot G
rrrl 

前
川　

え
り

一
九
二
〇
年
代
のK

u
 K

lu
x K

lan

が
ど
の
よ
う
な
ア
メ

リ
カ
社
会
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
か
？

―
男
性
・
女
性
の
比
較
か
ら
― 

宮
崎　

理
絵

U
n

docu
m

en
ted Im

m
igran

t S
tu

den
ts an

d th
e 

D
R

E
A

M
 A

ct of 2010 

吉
田　

淑
恵

T
h

e R
eality of A

ffirm
ative A

ction
 in

 

E
m

ploym
en

t:T
h

e S
u

rvey of R
everse 

D
iscrim

in
ation

 P
residen

ts in
 th

e U
.S.

 

吉
村　
　

唯

C
h

an
gin

g of F
em

ale Im
ages in

 th
e A

m
erican

 

H
istory : C

on
sideration

 of D
isn

ey M
ovies

 

渡
邊　

大
樹

T
h

e D
ifferen

ce of N
egative Q

u
estion

s an
d 

T
h

eir A
n

sw
ers betw

een
 Japan

ese an
d 

E
n

glish
 

中
園
友
理
子

A
n

 In
vestigation

 in
to th

e U
se of M

odal 

A
u

xiliary V
erbs in

 P
olitical S

peech
 C

on
text

 

清
水　

華
菜

E
xclu

sive S
ervices for W

ealth
y C

lien
tele: A

 

C
om

parison
 of K

yoto G
eish

a D
istricts an

d 

C
lu

b 33 of T
okyo D

isn
eylan

d 
浅
井　
　

瞳

T
w

en
tieth

 C
en

tu
ry A

m
erican

 “C
ar C

u
ltu

re ” : 

“H
ot R

od ” an
d A

m
erican

 M
ale You

th

 

大
崎　

友
也

B
u

ild a F
rien

dsh
ip of Japan

 an
d S

ou
th

 K
orea 

th
rou

gh
 T

h
e C

u
ltu

ral E
xch

an
ge 

奥
波
羅
怜
樹

B
eau

tification
 of P

aris in
 th

e N
in

eteen
th

 

C
en

tu
ry: M

odern
 C

on
cept of S

an
ity an

d th
e 

T
ran

sform
ation

 of th
e C

ity 

小
石
あ
か
り

C
on

su
m

er C
u

ltu
re in

 th
e U

n
ited S

tates: 

S
h

oppin
g C

en
ter an

d C
on

su
m

er B
eh

avior

 

笹
江　

栄
香

Fash
ion

 D
esign

s again
st G

en
der, S

tatu
s an

d 

S
ocial N

orm
s: T

h
e T

ran
sform

ative R
ole of 

Fash
ion

 in
 th

e L
ate T

w
en

tieth
 C

en
tu

ry

 

愼　
　

知
恵

H
ow

 to P
reserve a C

u
ltu

ral L
an

dscape in
 

K
yoto : A

n
 A

n
alysis of T

ou
rism

 S
trategies in

 

P
rin

cipal T
ou

rism
 C

ities 

高
橋　

優
衣

A
frican

 A
m

erican
 S

tereotypes in
 A

m
erican

 

M
ovies an

d M
u

sicals 

中
村　

優
花

T
h

e C
on

stru
ction

 R
em

ovin
g an

d H
idin

g 

“C
rim

in
als ” A

w
ay from

 S
ociety in

 Japan

 

平
田
麻
里
子

O
th

er P
eople ’s G

aze an
d S

elf-E
steem

: Japan
ese 

You
th

’s C
osm

etic B
eh

avior an
d S

ocial 

In
teraction

 

村
　

温
奈

Issu
es an

d P
ossibilities of K

yoto ’s P
u

blic 

T
ran

sportation
 S

ystem
: A

n
 In

tern
ation

al 

C
om

parison
 of T

ou
rist In

frastru
ctu

re

 

山
本　

真
由
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Im
m

igration
 an

d R
efu

gee Issu
es in

 Japan
: 

In
tegration

 of In
tern

ation
al R

esiden
ts 

tow
ard a M

u
lticu

ltu
ral S

ociety 

米
田　

佳
世

B
ackpacker T

ou
rism

 an
d H

ostels in
 Japan

: 

A
ssessin

g th
e Im

pact of F
oreign

 In
depen

den
t 

T
ravellers 

坂　

恵
梨
子

P
ossibilities an

d C
h

allen
ges of Japan

’s In
bou

n
d 

T
ou

rism
: T

okyo 2020 O
lym

pic G
am

es an
d 

D
iversification

 of F
oreign

 V
isitors

 

菅
原
ひ
か
る

R
elatin

g E
IK

E
N

 to C
E

F
R

 C
an

-D
o D

escriptors

 
運
天
樹
里
奈

T
h

e R
elation

sh
ip betw

een
 P

erson
al D

ifferen
ces 

an
d R

eadin
g A

bility in
 S

econ
d L

an
gu

age 

A
cqu

isition
 

林　

真
菜
花

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻

芝
浜
か
ら
み
る
落
語
の
文
学
性 

籠
島　
　

慧

断
り
表
現
「
大
丈
夫
で
す
」
の
使
用
状
況
と
伝
達
の
仕
組
み

 

小
嶋
竜
太
郎

日
本
人
が
英
語
を
話
す
際
に
み
ら
れ
る
態
度
の
変
化

 

谷
口　

恭
佳

な
ぜ
日
本
人
は
告
白
を
す
る
の
か 

小
野
と
も
か

「
ぼ
く
ら
の
じ
か
ん
。」
一
人
十
役
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ

 

川
西　

真
由

助
詞
・
名
詞
で
終
わ
る
災
害
時
緊
急
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
効
果

検
証 

　
　

友
里

ス
ト
ー
リ
ー
漫
画
に
お
け
る
台
詞
の
表
現
研
究

 

都
関
日
女
乃

商
品
販
売
に
お
け
る
「
雑
談
」
の
効
果 

中
川
明
香
里

京
こ
と
ば
で
語
る
物
語

〜
ノ
ン
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
観
点
か
ら
〜 

浜
口　

愛
子

卓
球
の
ダ
ブ
ル
ス
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
と
成
績

 

山
地　

理
穂

『
ド
ラ
え
も
ん
』
か
ら
み
る
異
文
化 

米
田　

彩
希

歴
代
のM

-1

・T
H

E
 M

A
N

Z
A

I

決
勝
ネ
タ
に
見
る
、
時

代
毎
で
の
漫
才
の
テ
ン
ポ
変
化 

甲
田　

智
之

ミ
ス
に
着
目
し
た
将
棋
の
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
テ
ス
ト

 

香
川　

愛
生

共
食
を
可
能
に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ト
ラ
テ

ジ
ー 

赤
井　

里
奈

拍
手
行
為
の
集
合
性
を
も
た
ら
す
要
因
の
微
視
的
検
討

 

浅
田　

千
晶

怪
談
に
お
け
る
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

〜
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
視
点
は
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い

る
の
か
〜 

伊
田　

吏
佐

漫
才
対
話
に
お
け
る
ツ
ッ
コ
ミ
直
後
の
ボ
ケ
役
の
リ
ア
ク

シ
ョ
ン 

坂
巻
加
奈
子

生
返
事
と
興
味
を
示
す
あ
い
づ
ち
は
何
が
異
な
る
か
？

―
聞
き
手
の
あ
い
づ
ち
の
積
極
性
を
も
た
ら
す
要
因
の
分
析
―

 

直
原　

萌
子

所
属
集
団
に
お
け
る
「
キ
ャ
ラ
」
認
識
と
自
己
開
示
の
関

係
性 
竹
内　

優
季

バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
に
お
け
る
テ
ロ
ッ
プ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
機
能 

多
田　
　

愛

会
話
に
お
け
る
話
し
手
と
聞
き
手
の
眉
の
動
き
の
役
割

 

土
橋　

美
紀

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
指
導
者
の
注
視
行
動
の
分
析

〜
指
導
内
容
と
熟
練
度
の
観
点
か
ら
〜 

藤
田　

栄
治

説
明
場
面
に
お
け
る
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
視
点
と
言
語
構
造

 

松
村　
　

涙

漢
字
説
明
場
面
に
お
け
る
空
書
行
動
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
的
志
向
性 

森　
　

早
代

横
並
び
対
話
場
面
に
お
け
る
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
の
生
起
位

置
と
そ
の
要
因 

山
内　

亜
実

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
イ
ー
の
笑
い
の
機
能

〜
笑
い
の
生
起
位
置
に
着
目
し
て
〜 

山
口　
　

宥

音
声
会
話
と
テ
キ
ス
ト
チ
ャ
ッ
ト
に
お
け
る
「
響
鳴
」
の

諸
相 

尾
藤　

葵
依

距
離
に
よ
る
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
の
知
覚
範
囲
の
分
析

〜
聞
き
手
が
話
し
手
の
視
線
を
感
じ
る
範
囲
と
は
〜

 

林
田　

功
徳

日
仏
国
際
児
へ
の
日
本
語
継
承
に
対
す
る
日
本
人
母
親
の

意
識

―
南
フ
ラ
ン
ス
在
住
の
国
際
結
婚
家
庭
へ
の
聞
き
取
り
調
査

か
ら
― 

西
野　

実
祐

小
説
「H

ym
y

〜
白
い
記
憶
〜
」
の
創
作

―
色
彩
豊
か
な
幻
想
風
景
の
描
写
― 

沖
田　
　

旭

「
流
れ
星
に
恋
を
し
た
」
男
子
高
校
生
の
目
線
か
ら
喪
失

の
戸
惑
い
や
悲
し
み
を
描
く 

海
木　

美
佳

伊
藤
計
劃
『
ハ
ー
モ
ニ
ー
』
に
お
け
る
感
情
表
現

―
「etm

l1.2

」
と
い
う
言
語
に
着
目
し
て
― 

勝
村　

夏
帆
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外
国
人
児
童
に
対
す
る
絵
本
と
母
語
を
用
い
た
教
科
学
習

支
援

―
子
ど
も
・
支
援
者
は
ど
の
よ
う
に
絵
本
と
母
語
を
活
用
す

る
の
か
― 

菅
沼　

朝
実

無
料
通
話
・
無
料
メ
ー
ル
ア
プ
リL

IN
E

に
お
け
る
「
断

り
」
表
現
の
特
徴 

髙
山　

美
緒

無
生
物
の
視
点
か
ら
別
れ
を
描
く
小
説「
声
が
聞
こ
え
た
、

よ
う
な
気
が
し
た
。」 

龍
見
明
日
香

創
作
脚
本
「
純
情
な
る
叙
情
詩 ver. β
」

〜
人
間
と
速
さ
に
つ
い
て
の
一
つ
の
考
察
〜 

谷　
　

風
作

商
品
名
の
構
成
要
素
の
分
析

―
栄
養
ド
リ
ン
ク
商
品
を
対
象
と
し
て
― 
樋
口　
　

楠

小
説
『
こ
ど
も
の
国
』

―
大
人
の
世
界
を
子
供
の
視
点
か
ら
戯
画
化
す
る
―

 

深
田　

拓
哉

小
説
『
一
瞬
』
の
創
作 

前
田　

一
葉

重
松
清
作
品
の
人
物
描
写
に
お
け
る
表
現
技
法
に
つ
い
て

―
短
編
小
説
集
『
青
い
鳥
』
か
ら
読
み
解
く
― 

山
内　

静
帆

女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
お
け

る
リ
ー
ド
文
の
特
徴 

垣
尾
玲
央
菜

学
校
現
場
に
お
け
る
日
本
語
指
導
の
考
察 

上
島
あ
か
り

タ
イ
の
中
等
教
育
機
関
に
お
い
て
タ
イ
人
日
本
語
教
師
が

チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
授
業
で
パ
ー
ト
ナ
ー
の
日
本
人

日
本
語
教
師
に
求
め
る
資
質 

村
田　

千
弥

日
本
人
大
学
生
が
日
本
語
学
習
者
と
の
会
話
の
際
に
行
う

配
慮

―
接
触
経
験
の
有
無
に
よ
る
違
い
― 

青
山　

友
紀

要
請
と
招
待
に
対
す
る
「
断
わ
り
」
の
表
現
比
較 

―
女
性
の
年
代
別
で
み
る
― 

中
川
祐
理
子

異
文
化
接
触
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成

―
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
の
留
学
を
通
し
て
―

 

福
嶋　

愛
純

日
本
語
学
習
者
と
の
接
触
に
お
け
る
気
付
き
と
学
び

―R
S

W
JP

バ
デ
ィ
の
自
己
成
長
― 

福
永　

真
帆

日
米
に
お
い
て
の
表
情
表
現
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

―
日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
表
情
認
知
は
日
米
で
異
な
る

の
か
― 

松
井　

彩
代

映
画
に
見
ら
れ
る
謝
罪
機
能
以
外
で
使
わ
れ
る
日
米
謝
罪

表
現
の
比
較 

安
田　

梨
乃

立
命
館
大
学
生
の
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
に
関
す
る
知
識

調
査

―
災
害
時
を
想
定
し
た
調
査
を
ふ
ま
え
て
― 

吉
田　

達
哉

大
学
に
お
け
る
専
門
分
野
別
日
本
語
教
育
の
導
入
に
関
す

る
考
察

―
立
命
館
大
学
学
部
の
正
規
留
学
生
を
対
象
と
し
た
実
態
調

査
を
通
し
て 

W
A

N
G

 H
aipen

g

男
こ
と
ば
は
生
き
て
い
る
の
か

―
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
お
け
る
文
末
表
現
の
観
点
か
ら
―

 

川
﨑
真
由
子

依
頼
行
為
シ
ー
ク
エ
ン
ス
に
お
け
る
表
情
の
効
果

―
効
果
的
な
笑
顔
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
は
― 

木
瀬　

瑞
樹

幼
児
語
の
方
言
分
布 
木
村　

未
来

匂
い
表
現
の
構
築
の
過
程

―
コ
ー
パ
ス
分
析
を
例
に
― 

五
所
尾
将
拓

国
語
科
授
業
に
お
け
る
発
問
の
考
察 

杉
原　

俊
輝

北
海
道
方
言
に
お
け
る“V

-(r)asar

構
文”

の
認
知
文
法

論
的
ア
プ
ロ
ー
チ 

関
根　

雅
晴

対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
卑
下
的
自
己
開
示

―
地
域
差
に
着
目
し
た
返
答
の
差
に
つ
い
て
―

 

田
中　

志
保

音
韻
論
か
ら
見
た
Ｃ
Ｍ
サ
ウ
ン
ド
ロ
ゴ 

田
中　

菜
月

化
粧
品
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
お
け
る
構
成
要
因

 

栁　
　

千
晶

心
理
学
専
攻

大
学
生
の
睡
眠
習
慣
に
対
す
る
動
機
づ
け
が
自
己
肯
定
感

に
及
ぼ
す
影
響
の
検
討 

江
見　

早
織

大
学
生
の
話
し
合
い
過
程
の
分
析

―
大
学
生
の
認
知
的
共
感
性
が
話
し
合
い
の
内
容
に
与
え
る

影
響
― 

勝
股　

啓
之

大
学
生
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
お
け
る
漫
画
を
用
い
た
効

果
的
な
教
授
方
略 

近
藤　

郁
磨

大
学
生
の
感
動
体
験
と
学
校
適
応
感
と
の
関
係

 

坂
田　
　

惇

小
学
校
高
学
年
の
説
明
文
理
解
に
お
け
る
図
表
利
用
の
効
果

 

鈴
木　

彩
乃

指
導
者
の
言
葉
か
け
が
生
徒
の
や
る
気
に
及
ぼ
す
影
響

 

鈴
木　

花
菜

L
IN

E

利
用
者
に
対
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
効
果 

田
島　

佳
奈

部
活
動
の
活
動
形
態
が
中
学
生
の
心
理
社
会
的
適
応
に
与

え
る
影
響 

中
塚　

健
吾
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前
期
高
齢
者
に
お
け
る
建
物
案
内
図
の
理
解
と
行
動
に
及

ぼ
す
整
列
性
効
果

―
イ
ン
ド
ア
ビ
ュ
ー
を
用
い
た
支
援
可
能
性
の
検
討
―

 

牧
坂　

健
寛

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
大
学
生
の
自
己
理
解
や
他
者
理
解
に

及
ぼ
す
効
果 

松
澤　

里
砂

制
御
焦
点
理
論
に
基
づ
く
読
解
方
略
の
検
討 

吉
松　

佑
哉

紙
芝
居
場
面
か
ら
み
る
幼
児
の
向
社
会
性
と
母
親
の
養
育

態
度
と
の
関
連 

新
家　

結
子

フ
ラ
ン
ス
の
味
覚
教
育
を
応
用
し
た
幼
児
に
対
す
る
食
育

の
実
践
と
そ
の
効
果 
伊
　
　

裕

幼
児
の
他
者
感
情
理
解
が
向
社
会
的
行
動
に
与
え
る
影
響

 

奥
村　

倫
子

幼
児
期
と
青
年
期
に
お
け
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
嗜
好
に
関

す
る
発
達
的
研
究 

木
下
可
南
子

幼
児
期
の
絵
本
の
読
み
き
か
せ
が
青
年
期
の
向
社
会
性
に

及
ぼ
す
影
響 

後
庵　

健
太

母
親
の
養
育
態
度
・
子
育
て
に
関
す
る
メ
タ
認
知
に
お
け

る
省
察
と
幼
児
の
社
会
的
行
動
と
の
関
連 

橋
田　
　

望

幼
児
の
食
べ
物
に
対
す
る
好
き
嫌
い
と
家
庭
の
食
事
指
導

と
の
関
連
性 

𠮷
村　

明
恵

大
学
生
の
友
人
関
係
ス
タ
イ
ル
と
本
来
感
お
よ
び
自
尊
感

情
と
の
関
連 

井
上
惠
里
加

離
婚
家
庭
に
対
す
る
否
定
的
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
要
因

 

大
路　
　

翼

大
学
生
の
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
観
に
お
け

る
ス
マ
ホ
依
存
と
ふ
れ
合
い
恐
怖
の
影
響
に
つ
い
て
の

検
討 

大
矢　

美
優

両
親
の
夫
婦
関
係
が
青
年
の
性
役
割
観
と
ラ
イ
フ
コ
ー
ス

観
に
及
ぼ
す
影
響 

緒
方　

梨
花

大
学
生
に
お
け
る
友
人
の
慰
め
方
が
受
け
手
の
感
情
に
与

え
る
影
響
：
励
ま
し
や
共
感
の
言
葉
か
け
と
何
も
せ
ず

そ
っ
と
離
れ
る
行
動
及
び
他
愛
な
い
話
を
す
る
行
動
の

比
較 

谷
門　

志
保

大
学
生
の
本
来
感
に
及
ぼ
す
影
響
要
因 

内
藤　

彩
香

大
学
生
に
お
け
る
高
齢
者
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
要
因
の
検
討

 

成
田　

萌
乃

携
帯
メ
ー
ル
へ
の
絵
文
字
付
与
と
自
尊
感
情
が
女
子
大
学

生
の
印
象
形
成
に
与
え
る
効
果 

百
田　

有
希

向
社
会
的
行
動
、
自
尊
感
情
お
よ
び
主
観
的
幸
福
感
の
関

連 

尾
藤　

悠
香

大
学
生
に
お
け
る
痩
身
願
望
の
食
行
動
と
生
活
習
慣
と
の

関
連 

山
田
真
由
美

不
登
校
に
対
し
て
家
族
機
能
が
与
え
る
影
響
の
考
察

―
不
登
校
克
服
ま
で
の
家
族
の
関
わ
り
と
想
い
に
着
目
し
て
―

 

石
原　

真
輝

大
学
生
に
お
け
る
家
族
関
係
認
知
が
自
己
評
価
に
及
ぼ
す

影
響 

内
海　

風
香

炎
症
性
腸
疾
患
患
者
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス 

午
道　

青
歩

ア
ル
バ
イ
ト
内
で
の
人
間
関
係
に
お
け
る
序
列
化
の
形
成

と
要
因
に
つ
い
て

―
「
同
期
」
の
語
り
か
ら
― 

岡
田　

杜
音

冤
罪
が
も
た
ら
す
影
響
と
心
理
変
容
プ
ロ
セ
ス

―
冤
罪
被
害
者
の
語
り
か
ら
― 
神
戸　
　

希

ふ
た
り
姉
妹
に
お
け
る
関
係
の
変
化
の
過
程
に
つ
い
て

 

北
川　

理
沙

障
が
い
者
の
き
ょ
う
だ
い
が
抱
え
る
家
族
関
係
に
お
け
る

問
題
と
そ
れ
に
対
す
る
支
援
の
考
察

―
き
ょ
う
だ
い
の
語
り
か
ら
― 

北
村　

真
悠

大
学
生
の
両
親
へ
の
認
知
を
通
し
て
見
た
家
族
の
多
様
性

 

坂
口　

瑞
樹

大
学
生
が
持
つ
非
行
少
年
の
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
形
成
過
程

 

中
井　

遥
香

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
当
事
者
と
母
親
の
障
害
受
容

の
プ
ロ
セ
ス

―
あ
る
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
を
も
つ
娘
と
そ
の
母
親
の
語
り
―

 

福
島　

鈴
子

集
団
飼
育
場
面
に
お
け
る
ハ
ト
の
社
会
的
順
位
に
つ
い
て

―
観
察
事
例
を
通
し
て
― 

石
川　

大
輝

看
護
師
の
感
情
労
働
に
対
す
る
回
想
法
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ

―
心
理
的
受
け
と
め
と
そ
の
変
容
に
着
目
し
て
―

 

伊
藤　

美
樹

大
学
生
の
「
ほ
め
」
に
対
す
る
認
識
の
検
討

―
自
尊
感
情
及
び
恩
恵
享
受
的
自
己
感
に
着
目
し
て
―

 

竹
下　

茂
宏

親
の
離
婚
を
経
験
し
た
青
年
の
結
婚
観
お
よ
び
離
婚
観

―
夫
婦
関
係
，
親
子
関
係
の
認
知
に
着
目
し
て
―

 

中
島　

百
花

大
学
入
試
失
敗
後
の
挫
折
経
験
か
ら
回
復
に
至
る
ま
で
の

過
程 

長
谷
川
美
聡

社
会
的
ス
キ
ル
が
友
人
関
係
に
及
ぼ
す
影
響

―
き
ょ
う
だ
い
構
成
に
着
目
し
て
― 

福
富　

史
帆

S
N

S

の
利
用
が
友
人
関
係
に
与
え
る
影
響 

宮
本　
　

翼
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青
年
期
か
ら
成
人
期
に
お
け
る
移
行
期
の
女
性
の
母
娘
関

係
と
「
母
性
愛
」
信
奉
傾
向
の
関
連
に
つ
い
て

 

安
井
由
梨
子

通
信
制
高
校
に
お
け
る
友
人
関
係
の
捉
え
方 

植
野　

知
佳

女
性
の
演
技
的
行
動
に
対
す
る
好
意
度
の
男
女
差

 

芦
田　

実
月

観
察
者
が
感
じ
る
当
事
者
の
意
図
性
と
再
生
速
度
の
関
連

 

川
邉　

友
美

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
動
画
の
会
話
分
析

―
人
気
動
ガ
ー
ル
と
フ
ァ
ン
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

実
際 
久
保
麻
里
奈

民
族
間
に
お
け
る
社
会
階
層
の
自
認
と
社
会
構
成
へ
の
存

意
の
関
係
性 

鈴
木　

良
太

禅
と
心
理
学
に
関
す
る
質
的
心
理
学
研
究 

升
山　

顕
耀

独
創
的
な
人
と
の
友
人
関
係
構
築
の
可
否

―
独
創
性
イ
メ
ー
ジ
の
下
位
分
類
と
独
創
的
行
動
の
許
容
度
―

 

見
原　
　

舞

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
身
体
反
応
を
呈
し
た
娘

を
持
つ
母
親
の
心
理
変
容 

横
井　

風
音

日
本
の
「
こ
こ
ろ
」
に
つ
い
て
の
土
着
的
思
想
と
心
理
学

の
土
着
化 

H
U

A
N

G
 X

in
zh

e

R
ep

テ
ス
ト
に
よ
る
大
学
生
の
認
知
的
複
雑
性
の
研
究

 

園
田　

和
康

電
車
内
に
お
け
る
座
席
選
択
性
と
自
尊
心
と
の
関
連
性
に

つ
い
て 

中
井
健
之
亮

大
学
生
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
能
力
の
傾
向
調
査

 

漆
間　

智
彦

大
学
生
の
援
助
行
動
と
自
我
関
与
度
の
関
係
に
つ
い
て

 

緒
方　

も
も

公
的
・
私
的
自
意
識
が
羞
恥
感
情
に
与
え
る
影
響

 

金
子　

育
代

大
学
生
の
恋
愛
行
動
に
お
け
る
研
究 

鈴
木　

萌
子

恋
愛
意
欲
と
結
婚
意
欲
が
高
い
人
は
「
男
ら
し
さ
」「
女

ら
し
さ
」
を
ど
の
よ
う
に
求
め
る
の
か 

福
楽　

千
尋

人
生
の
意
味
や
生
き
る
目
的
が
与
え
る
幸
福
感
へ
の
影
響

 

森　
　

祐
太

妬
み
感
情
を
妬
み
行
動
に
移
す
と
き
「
破
壊
的
関
与
」「
意

図
的
回
避
」「
建
設
的
解
決
」
を
と
る
そ
れ
ぞ
れ
の
人

間
性
の
特
徴 

吉
田　

奈
央

視
空
間
に
お
け
る
上
下
左
右
方
向
へ
のkappa

効
果
の

影
響 

浜
口　

裕
二

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
有
無
に
よ
る
痛
覚
反
応
の
変
化

 

三
浦　

雅
信

流
暢
さ
が
文
章
理
解
と
読
み
手
の
自
信
に
与
え
る
影
響

 

伊
藤　

貴
一

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
大
学
生
の
恋
愛
観
の
形

成
へ
及
ぼ
し
て
い
る
影
響 

伊
庭
妃
佐
子

交
友
関
係
に
お
け
る
態
度
の
類
似
性
が
及
ぼ
す
影
響

 

木
瀬　

翔
太

犯
罪
不
安
に
お
け
る
男
女
間
の
差 

原
田　
　

忠

食
器
の
色
が
食
べ
物
の
印
象
お
よ
び
食
欲
に
お
よ
ぼ
す
影
響

 
番
匠　

佑
樹

色
記
憶
の
再
認
に
お
け
る
絵
画
印
象
の
変
容 
石
丸　

千
琴

諒
友
館
食
堂
に
お
け
る
混
雑
緩
和
お
よ
び
利
用
者
の
快
適

性
向
上
に
つ
い
て 

村　

徳
馬

ハ
ト
の
集
団
飼
育
場
面
に
お
け
る
体
重
操
作
に
よ
る
社
会

的
順
位
の
変
動 

吉
岡　

裕
子

先
延
ば
し
行
動
と
喫
煙
率
の
関
連
性
に
つ
い
て

 

赤
井　

太
風

先
延
ば
し
行
動
と
心
理
的
柔
軟
性
と
自
己
調
整
学
習
の
関

係
性
に
つ
い
て 

近
藤　

誠
実

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
者
と
そ
う
で
な
い
者
と
が
健
全

な
共
生
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に 

藤
井　

達
哉

選
択
決
定
機
会
が
被
援
助
者
の
援
助
要
請
行
動
と
援
助
者

の
援
助
負
担
感
に
与
え
る
影
響 

堀
内　
　

悠

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
呼
吸
法
が
大
学
生
の
ス
ピ
ー
チ
不
安

に
与
え
る
効
果 

三
宅　

結
佳

猫
と
の
接
触
が
精
神
的
健
康
に
及
ぼ
す
影
響 

宮
武
真
理
奈

広
告
が
消
費
者
の
購
買
意
欲
に
及
ぼ
す
影
響 

棟
田　

修
平

行
動
評
価
を
用
い
た
自
己
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
衝
動
性
に

与
え
る
影
響 

山
本
真
太
郎

親
子
関
係
が
否
定
的
評
価
に
対
す
る
社
会
的
不
安
に
及
ぼ

す
影
響

―
自
己
志
向
的
完
全
主
義
を
媒
介
と
し
て
―

 

姜
イ
ェ
チ
ャ
ン

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
に
お
け
る
自
己
分
析
に
よ
る
パ
ス
・

キ
ャ
ッ
チ
ス
キ
ル
の
向
上 

赤
松
亜
朱
夏

人
数
と
動
機
づ
け
に
よ
る
作
業
量
の
変
化
に
つ
い
て

 

足
立　

佳
樹

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
に
お
け
る
ル
ー
テ
ィ
ン
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
向
上 

石
井　
　

遥

剣
道
に
お
け
る
ビ
デ
オ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
効
果

 

大
田
美
南
子
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タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
行
動
減
少
に
お
け
る
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
看
板
提
示
の
有
効
性
の
検
討 

大
西　

優
介

奈
良
市
の
観
光
地
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
現
状
と
課
題

―
車
い
す
利
用
体
験
を
通
し
て
― 

田
淵　

有
香

ロ
ッ
クB

G
M

聴
取
に
よ
る
作
業
効
率
の
変
化

〜
ロ
ッ
ク
心
性
尺
度
を
用
い
て
〜 

西
本　

拓
眞

写
真
に
お
い
て
、
単
純
接
触
効
果
は
、
第
一
印
象
で
得
た

好
感
を
も
超
え
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。 

福
井　

咲
花

視
覚
的
刺
激
に
よ
る
学
習
者
の
学
習
態
度
へ
及
ぼ
す
効
果

の
検
討

―
授
業
に
お
け
る
教
室
の
後
方
に
着
席
す
る
学
生
の
望
ま
し

く
な
い
行
動
減
少
へ
の
試
み
― 

K
A

N
G

 S
eon

gh
oon

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
利
用
客
に
対
し
て
の
忘

れ
物
個
数
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
る
忘
れ
物
減
少
の
効

果
に
つ
い
て 

鈴
木　

悠
介

受
け
手
の
自
己
妥
当
化
行
動
に
よ
る
内
的
作
用
が
他
者
評

定
に
及
ぼ
す
影
響
と
送
り
手
の
視
線
行
動
と
の
交
互
作

用
の
検
討 

伊
良
部
健
也

青
年
期
後
期
の
男
性
に
お
け
る
母
親
と
の
距
離
と
精
神
的

自
立
・
精
神
的
適
応
と
の
関
連
に
つ
い
て 

入
井　

鞠
帆

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
事
象
に
関
す
る
思
考
抑
制
と
逆
説
的
効
果

 

長
田　

圭
司

見
慣
れ
た
対
象
と
見
慣
れ
て
い
な
い
対
象
に
お
け
る
誤
情

報
効
果
の
差
異 

岸
本
喜
久
美

自
己
呈
示
の
対
象
を
自
身
と
他
者
に
し
た
場
合
の
摂
食
量

の
変
化
：
抑
制
規
範
説
に
つ
い
て 

後
藤　

沙
蘭

課
題
前
の
音
楽
聴
取
が
作
動
記
憶
に
与
え
る
効
果

 

坂
本　

勝
彦

多
色
の
記
憶
時
に
お
け
る
時
間
的
変
化 

佐
野　

将
大

二
次
元
配
色
に
お
け
る
主
観
性
ラ
ン
ダ
ム 

岸
本　

淳
一

サ
ン
グ
ラ
ス
が
顔
の
魅
力
と
小
顔
の
認
知
に
及
ぼ
す
効
果

 

北
川
恵
里
奈

錯
視
図
形
の
ブ
ー
バ
・
キ
キ
効
果
に
つ
い
て 

佐
々
木　

望

演
奏
環
境
が
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
演
奏
し
や
す
さ
に
及
ぼ
す
影
響

―
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
用
い
て
― 

笹
倉　

美
幸

社
会
的
事
象
に
お
け
る
心
理
的
時
間
評
価
の
違
い
に
つ
い
て

 

杉
山　

陽
介

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
描
写
が
斜
塔
錯
視
に
及
ぼ
す
影
響

 

野
田
麻
里
絵

被
服
意
識
と
自
己
到
達
度

〜
大
学
生
の
視
点
か
ら
〜 

藤
野
は
る
か

人
間
は
表
情
を
読
み
取
る
時
、
ど
こ
で
判
断
す
る
の
か
。

 

諸
井
志
央
子

咀
嚼
行
動
が
パ
ー
ソ
ナ
ル
ス
ペ
ー
ス
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
の
実
験
的
検
討 

山
田　

弘
也

女
子
大
学
生
の
衣
服
購
入
時
に
意
思
決
定
に
影
響
を
及
ぼ

す
要
因
の
研
究 

依
田
絵
理
子

中
日
韓
青
年
女
子
が
化
粧
品
に
関
す
る
こ
だ
わ
り
の
違
い

 
Z

H
A

O
 X

u
etin

g

認
知
的
創
造
を
促
進
さ
せ
る
要
因
の
検
討

〜
洞
察
の
観
点
か
ら
〜 

東
山　

幸
甫

社
会
的
存
在
感
が
繰
り
返
し
最
後
通
告
ゲ
ー
ム
に
お
け
る

不
公
正
回
避
に
与
え
る
効
果

―
ゲ
ー
ム
相
手
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
場
合
の
検
討
―

 

岡
田　
　

亮

自
己
開
示
に
お
け
る
抵
抗
感
と
孤
独
感
と
の
関
連
に
つ
い
て

 

長
田　

直
樹

人
物
の
情
報
提
示
が
音
声
と
表
情
を
介
し
た
感
情
の
認
知

と
印
象
に
与
え
る
影
響 

狩
谷　

梨
華

単
語
認
知
場
面
に
お
け
る
環
境
刺
激
が
感
情
に
及
ぼ
す
影
響

 

川
本　

宏
幸

認
知
対
象
へ
の
感
情
の
関
連
度
と
感
情
状
態
が
広
告
内
容

へ
の
精
緻
化
に
与
え
る
影
響 

住
田　

百
恵

創
造
性
課
題
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
効
果

 

田
中　

貴
大

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
知
性
と
人
間
の
期
待
が
言
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
及
ぼ
す
影
響 

星
田　

雅
弘

遠
隔
通
信
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
合
唱
練
習
が
感
情
に
及
ぼ

す
影
響

―
対
面
条
件
、
音
声
条
件
、
ビ
デ
オ
電
話
条
件
の
比
較
研
究
―

 
L

I X
in

ran

集
団
問
題
の
問
題
解
決
と
所
属
感
の
関
連
性 

李　
　

鍾
汎

反
事
実
的
思
考
と
し
て
の
後
悔
の
生
起
抑
制
と
認
知
資
源

の
影
響 

越
川　

晶
子

ピ
ー
ク
エ
ン
ド
効
果
に
対
す
る
メ
タ
認
知
の
影
響

 

甲
野　

一
樹

選
好
の
逆
転
：
割
引
解
釈
モ
デ
ル
理
論
に
基
づ
く
検
討

 

坂
井　

進
作

注
意
に
対
す
る
香
り
の
影
響 

柴
﨑　

紗
綾

話
し
合
い
に
よ
る
証
言
の
同
調 

髙
﨑
め
ぐ
み

自
然
に
対
す
る
非
注
意
性
知
覚
の
ス
ト
レ
ス
緩
和
効
果
：

注
意
回
復
理
論
に
基
づ
く
検
討 

巽　
　

遥
介



八
五

立
命
館
大
学
文
学
部
卒
業
論
文
題
目

439

記
憶
に
お
け
る
知
覚
的
流
暢
性
の
検
討
：
想
起
は
好
感
度

を
高
め
る
か 

西
田　
　

涼

嘘
に
対
す
る
罪
悪
感
：
相
手
と
の
親
密
性
の
観
点
か
ら
の

検
討 

山
元　

捺
希

感
情
が
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
に
及
ぼ
す
影
響

 
Z

H
A

O
 M

eijin
g

幸
福
感
に
対
す
る
動
機
づ
け
の
影
響 

安　
　

正
植

非
専
門
家
の
被
相
談
経
験
と
専
門
家
へ
の
導
き
方
に
つ
い
て

 

小
川
あ
や
の

大
学
生
に
お
け
る
対
人
ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
と
そ
の
結

果
に
対
す
る
主
観
的
満
足
感
お
よ
び
精
神
的
健
康
と
の

関
連
性 
菊
地　

香
帆

大
学
生
の
自
己
愛
と
自
叙
写
真
法
の
検
討 

鈴
木　
　

涼

大
学
生
の
食
行
動
と
精
神
的
健
康
パ
タ
ー
ン
の
関
連

 

田
村　

美
樹

コ
ン
ボ
イ
・
モ
デ
ル
か
ら
み
る
現
代
青
年
の
友
人
関
係
に

つ
い
て 

長
瀬　
　

歩

大
学
生
に
お
け
る
職
業
選
択
と
親
子
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン 

橋
本　

佳
奈

少
年
犯
罪
者
の
個
人
情
報
流
出
に
関
す
る
研
究

 

福
田　

瑞
穂

1
型
糖
尿
病
患
者
の
病
を
め
ぐ
る
考
え
方
の
変
化
に
関
す

る
研
究 

藤
岡　

侑
里

抑
う
つ
感
の
低
い
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
に
お
け
る
人
間
関

係
の
要
素 

柳
井
奈
実
子

L
IN

E

の
既
読
無
視
に
な
ぜ
疲
労
す
る
の
か

 

黒
田　

百
代

テ
ー
マ
リ
サ
ー
チ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

幕
末
以
降
の
外
国
人
向
け
記
念
品
に
つ
い
て 

城　
　

幸
子

地
獄
絵
に
見
る
日
本
人
の
死
生
観 

牧
野　

芹
香

R
estricted Job M

arket for U
n

iversity 

G
radu
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u
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M
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與　
　

真
子

R
u

gged L
ife of W

om
en

 D
efectors from

 N
orth

 

K
orea in

 S
ou

th
: C

ase of P
rostitu

tion

 

一
色
万
由
子

自
分
を
認
め
る
た
め
の
言
葉
の
力 

稲
留　

翔
太

写
真
と
語
り

―
写
真
を
媒
介
と
し
た
語
り
と
内
面
の
変
容
の
可
能
性
―

 

向
井　

理
菜

自
分
語
り
と
「
私
」
の
揺
ら
ぎ 

村
中　

佳
織

「
自
己
」
を
表
す
た
め
に
は 

富
森　

和
宏

ス
ポ
ー
ツ
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
お
け
る
個
性
と
孤
独

 

中
西　

美
帆

外
食
文
化
の
発
展
に
み
る
食
の
娯
楽
化 

江
元　

夢
子


